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　　　　　　　山形 か らの 一 北 米 移 民

一データ、娘と次男の回想及び自筆所感一

An　 lssei　 Japanese　 from　 Yamagata　 Prefecture,　 Mr.　 Keinosuke　 Tanaka

　　　　　　　 Data,　 Memoirs　 by　His　 Daughter　 and　 Son,　 and　 Mr.　Tanaka's　 Own　 Essays

　　池田

Toshiho

年穂
IKEDA

Abstract

　　Ihave　 a　copy　 of　ML　 Keinosuke　 Tanaka's　 joumal　 or

memorandum,　 which　 my　 acquaintance　 entrusted　 me

with　 more　 than　 a　decade　 ago.　 The　 joumal　 was　 written

during　 his　 detention　 and　 intemment　 experiences　 in

World　 War　 II.　As　 the　year　 of　2003　 drew　 to　a　close,　 I

took　 the　plunge　 and　 started　 to　trace　the　whole　 life　of　the

author.　 At　 that　 time,　 I　had　 no　 idea　 of　 who　 Mr.

Keinosuke　 Tanaka　 was　 and　 couldn't　 even　 write　 his

name　 in　kaη ノi.　Thanks　 to　the　help　 of　several　 kind　 people

and　 through　 my　 own　 investigation,　 in　a　brief　period　 of　a

couple　 of　months　 I　managed　 to　make　 contact　 with　 ML

Keinosuke　 Tanaka's　 three　 children　 who　 were　 bom　 in　the

USA.

　　Mr.　 Keinosuke　 Tanaka,　 a　cultivated　 Issei　 and　 the

author　 of　the　lengthy　 but　 interesting　 joumal,　 was　 bom

as　the　second　 son　 of　a　rich　saん θbrewing　 family　 in　the

year　 of　 l　885　 in　 Sakata,　 Yamagata　 Prefecture.　 He

graduated　 f卜om　 a　 distinguished　 school,　 Tsuruoka

Chugaku(currently　 Tsuruoka-Minami　 High　 School),　 as

an　honor　 student.　 In　l　905　 he　joined　 a　small　 number　 of

immigrants　 from　 Yamagata　 to　the　USA.　 He　 came　 back

to　Japan　 to　wed　 Miss　 Tokuko　 Shima　 and　 brought　 her　to

the　USA　 in　l　920.　 All　their　children　 are　native　 American

citizens　 and　 they　 splendidly　 succeeded　 in　their　walks　 of

life,　respectively.　 Dr.　 John　 Tanaka(b.1924),　 the　 eldest

son,　is　a　very　 renowned　 researcher　 of　Chemistry　 and　 is

aprofessor　 at　the　 University　 of　Connecticut.　 He　 is　a

l991　 inductee　 in　the　 EIC　 Hall　 of　 Fame.　 Mrs.　 Iris

Fukutaki(b.1925)is　 a　highly　 charming,　 intellectual　 lady,

who　 realized　 the　 value　 of　 Mr.　 Keinosuke　 Tanaka's

joumals　 and　 has　kept　 them.　 Mr.　 Tyler　 Tanaka(b.1928),

the　youngest　 son,　is　a　very　 successfu1　 businessman　 and

is　a　l　997　 inductee　 in　the　Travel　 Hall　 of　Fame.　 I　believe

that　 they　 owe　 their　 great　 success　 to　Mr.　 Keinosuke

Tanaka's　 emphasis　 on"education"to　 a　certain　 extent.

　　In　this　article,　 f卜om　 Mrs.　 Iris　Fukutaki's"Memoirs"

as　well　 as　ML　 Tyler　 Tanaka's　 letter　to　me,　 many　 other

documents,　 a　 considerable　 amount　 of　 data,　 and　 the

copies　 of　letters　and　 parts　 of　the　journal　 written　 by　 Mr.

Keinosuke　 Tanaka,　 I　could　 draw　 Mr.　 Keinosuke　 Tanaka

in　profile.　 Frequently　 exchanging　 e-mails　 across　 the

Pacific　 Ocean　 proved　 very　 usefUl　 in　improving　 this

article.　Fortunately,　 I　could　 meet　 and　 erU.oy　talking　 over

Mr.　 Keinosuke　 Tanaka's　 life　with　 Mr.　 Tyler　 Tanaka,

accompanied　 by　 his　 two　 brilliant　 children,　 Dr.　 Dian

Tanaka　 and　 Mr.　 Brian　 Tanaka,　 in　April,　 and　 Mrs.　 Iris

Fukutaki　 in　October　 in　2004.　 Now　 the　su切ects　 of　the

e-mails　 between　 Mr.　 Tyler　 Tanaka　 and　 I　 are　 not

confined　 only　 to　the　 questioning　 over　 Mr.　 Keinosuke

Tanaka　 but　cover　 a　wide　 range　 oftopics.　 Although　 Mr.
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Tyler　 Tanaka　 and　 1　do　not　belong　 to　the　same　 generation,

1　would　 feel　very　 proud　 and　 honored　 if　he　allows　 me　 to

consider　 him　 as　an　admirable　 friend.

　 1'dlike　 to　express　 my　 gratitude　 to　Mrs.　 Masako

Hanada,　 Miss　 Ryoko　 Matsuno,　 Miss　 Mitsuho　 Murata,

Mrs.　 Tomi　 Gotoh,　 Mr.　 Akira　 Horiuchi　 and　 Mr.　 Kerσi

Tanaka(Japan),　 Mr.　 Hiroshi　 Kamei,　 Mrs.　 Teruko　 Sato,

Mrs.　 Toshiko　 McCallum,　 and　 especially　 to　 Mr.

Keinosuke　 Tanaka's　 children…Dr.　 John　 Tanaka,　 Mrs.

Iris　Fukutaki　 and　 Mr.　Tyler　 Tanaka(U.S.).

　 The　 readers　 of　this　article　are　recommended　 to　read

another　 article　included　 in　the　same　 issue　of　this　bulletin

that　 introduces　 three　 excerpts　 of　 Mr.　 Keinosuke

Tanaka's　 j　ournal.

緒言

　 Mr.　Keinosuke　Tanakaの 手記 【j　oumal、　memorandum

と言 った語 を、後述のお子 さんた ちが使 われてい る

・・池 田註】が池 田に託 され たのは、UCフ ラー トン

のプロジェク トにおいてProf　Arthur　A.　Hansenに 協

力 した経験を有 し、著作 もお持 ちの花 田昌子氏か ら

であ った。 時恰 も冷戦 構造 が崩壊 しつつ あ る頃で

あった。池 田は以前 、ツール レー ク収容所の被収容

者 であった一世 の平賀 二郎 氏(1915年 生 まれ)の

日記の全文を活字 に したが、それは二十代後半の多

感 な青年 の 「目線」で リアル タイ ムに描 かれた、ま

さに 「日記」であった。一方 、タナカ ・ケイ ノスケ

氏 は、第 二次大戦時、五十代後半であった。 当初 は

FBIの 抑留収容所、ついでWRAの 転住収容所 に収

容 され ていたタナカ氏のjoumalに は、新 聞 ・雑誌

な どの記事 の転写(タ ナカ氏 自身 に よる翻 訳 も多

い)が 多数収 め られ てい るほか、タナカ ・ケイ ノス

ケ氏 自身 の 「論説」や 「所感」 が随所 に見 られ る。

一収容者 としてキャンプに収容 され ている問にも
、

質 量共 に備 わっ た情報 と知識 とを得て いた こ との

証左 として も、まことに貴重なjoumalで ある。

　花 田氏 が隠棲 され た ことを知 り、2003年 暮れ か

ら、何 とか この資料の内容 を紹介できない ものか と

考 えたが、花 田氏 も入手の経路 については曖昧であ

る とのことであった。 この段階では、タナカ ・ケイ

ノスケを漢字 で どう表す かも不明であった。その後 、

様 々なネ ッ トワー クを利用 し、短時 日の問に、全員

ご存命 であ る三人 のお子 さんた ち と連絡 を取 る こ

とが出来たのは、まこ とに幸運 であった。その間の

詳 しい経緯 を述べ ることは避 けるが、お世話 になっ

たMrs.　 Toshiko　 McCallum　 (Reference　 Librarian,

Hirasaki　National　Resource　Center,　Japanese　American

National　Museum)、 　Mr.　Hiroshi　Kamei、　 Mrs.　Teruko

Sato(佐 藤 照子氏)ら には、深 く感謝 してい る。 ま

た、調査の過程で、タナカ ・ケイ ノスケ(漢 字では

田中恵之助)氏 の遠縁に当たる堀内明氏の面識を得

た(堀 内氏 は、 田中恵之助氏 の弟の 田中民之助氏の

曾孫 にあた る)。 氏か ら頂戴 した家 系図 も大変参考

になった。 さらに、現在、田中家の当主 として 田中

邸 と墓所 を守ってお られ る田中健治氏(恵 之助氏の

長兄伊兵衛[伊 作]氏 の孫に当た られ る)か らもお

話 しを うかが うことができた。政府 の意 向によ り第

二次大戦 中に造酒業は廃業 し(1943年)、 また爆撃

に よる延焼 を防 ぐため に住居部 分の ほぼ半 ばを強

制取 り壊 しさせ られ た との ことであるが、未 だに、

立派 な蔵 を備 えた邸宅であ り、表札 も 「田中伊兵衛」

の侭であ ることが印象 的であった。浄福寺 の墓所 に

もご案 内頂 いたが、1920年 に帰 国 され た時 であろ

うか、墓所 の御影石 のめぐ りは、恵之助氏 が造って

いった ものであるとも うかが った。秀 才の多い 田中

家 であるが、恵之助氏 も、名 門鶴岡 中学(現 鶴岡南

高校)を 特待 生で卒業 した との ことで あった。20

歳 に しての渡米 は、恐 らく海外雄飛のためであった

ろ う。ちなみ に、恵之助氏 の弟民之助氏 の末子 田中

滋氏 も、1956年 に渡伯 し、サ ンパ ウロで花卉 の栽

培 で大成功 を収 めてお られ る。

　初 めに、2004年1月4日 付けの、Mr.　Tyler　Tanaka

か ら初 めて送 られてきたメール(snail　mailで ある)

の訳 を下に紹介 したい。 【文 中の、アケマシテオメ

デ トウ、サケ、ヤサシイ、はローマ字 で書 かれてい

る…池 田註 】

2004年1.月4日

池 田先 生

アケマシテオメデ トウ
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【ここで挨拶 や氏 のパ ソコンについて の記 述 な ど

が一段落分入 る…池 田註 】

先 生か らの リクエス トにお応 え します。

1.父 と最後に一緒 に暮 らしてか ら、もう63年 経 ち

　　ま した。1941年12月 の終 わ りにFBIが 我が家

　　に不意 打 ちの よ うにや って きた時 には、私 は

　　たった13歳 で した。 日本人 の血 を引 く者 の家

　 庭 は どこも、その時 に、同 じよ うに不意打 ちを

　 食 らいま した。その後、父 は拘留 され ま した し

　　 (合衆 国政府 は拘留 と呼んでいま したが、疑 い

　　もな く 「投獄 」で した)、 兄 は どこか他 に閉 じ

　　こめ られ ま した。姉 と母(そ の頃母 は英語 が う

　　ま くあ りませ んで した)そ して私は、兵士 に銃

　 剣 を突 きつ け られ鉄道駅 に連れ て行 かれ 、鉄条

　 網 の 囲みの 中へ と群れ をつ くって駆 り立て ら

　　れ たので した。第二次大戦 中の初期 におい ては、

　　アメ リカ人 は、原 始社会 にお けるよ うに、家族

　　をば らば らに して しまったので した。

　　父 が 山形 県生 まれ だ とい うこ とは知 ってい ま

　　した。 日本 で も、そ のあた りか ら北米 に移住す

　　る者 は、殆 どいませ んで した。父 が、山形 出身

　 者 は他 に二人 しか知 らな い よ と言 って いた こ

　　とを思 い出 します。父は、自分 の学歴 について

　　は何 も語 りませ んで したが、私た ち三人 の子供

　　に、教育 こそ父親 がお前た ちに残 してやれ る一

　 番 貴重 な財産 なんだ と力説 していま した。お金

　　を儲 けるためでな く、人生そ のものに立 ち向か

　　 う準備 なのだ と。父は、私 たちがみん な大学 に

　 進 むべ きだ と言 い張 りま した。父は、いつ でも

　　自営業 で したが、私 たちに、素晴 ら しい仕事、

　　つ ま りホ ワイ トカ ラーの仕 事 に就 くこ とが と

　　て も大事 だ と教 えて くれ ま した。たぶ ん一番下

　　の子 だったか らで しょ う。私だ けが、父 の教 え

　　通 りに しませ んで した。私が一番父親似 で、自

　　分 の経営 す る会 社 で働 く ことの方 が好 きで し

　　た。そ して、その方 面では、人生 の殆 どの時期 、

　 成功 を収 める ことが出来 ま した。

　　父 のアメ リカでの職 業は、日本か ら渡 ってす ぐ

　　の何年 間かを除けば、自営で した。日本か らの

　 移 民の殆 どと異 な り、父 は農家 の出で はあ りま

　 せ んで した。父が一度話 して くれ た ところでは、
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父 の両親 は商人で、サ ケの醸造 と関わ りがあっ

た よ うです。だか ら、父 が、カ リフォル ニア州

のイ ンペ リアル ヴァ レー でや っていた食 料雑

貨店 の話 を してい たこ とが思い出 され るの も、

不思議 な ことではないで しょ う。この投機的 な

事業 は うま くゆきま したが、後 にな って、米 の

輸入 業に投 資す る方 は、破綻 して しまいま した。

それ か ら、1920年 代初 めに、父はサンデ ィエ ゴ

に落 ち着 き、青果 の卸を始 めま した。1920年 か

らサ ンデ ィエ ゴに落 ち着 くまで の間 の どこか

で 【実際 には、1920年 …池 田註 】、父 は 日本 に

帰 り、千葉 出身の トクコ ・シマ と結婚 したので

す。

父 は、スポーツ観 戦 も楽 しみま したが、兄や私

に、剣道 を学ぶ よ うに勧 めま した。 私 は、12

歳 のやせ っぽちのチ ビで したが、父 はそ の内に、

私 に相撲 をと らせ よ うとさえ しま した。父 は、

私 が野球 をす るの に関心 を持 っていま したが 、

私 の運動神経 は余 り良 くあ りませ んで した。そ

の頃には、父 は兄 のこ とはほ うってお きま した。

ハイ スクール に入 ったその 日か ら、兄 の関心 は、

科学者 にな るために大学 、大学院へ と進む こ と

だったのです。姉のアイ リスは、ピアノを習 っ

ていま した。(そ の頃は、古風 な考 え方が普通

で したか ら)母 は、姉 に向か って、始終 「あな

たは結 局 『女 の子 に過 ぎない』のよ」 と言い 聞

かせ ていま した。だか ら、父 に とっては、こ う

な るべ きだ と父 が考 える ところのイ メー ジ に

合 わせ させ るには、残 ってい るのは私一人 とい

うことにな りま した。

父 は、他 の何百人 とい う一世た ち と一緒に、ま

ず サンタフェ抑留所 に拘 留 され ま した。ニュー

メキシ コ州 にあった抑留所 で した。戦時 が続い

ていて、後 にな って父は、テ キサ ス州 のエルパ

ソ近 くの抑留所 に移 され ま した。ニュー メキシ

コの気候 と風 景は、の どかな もので したが、エ

ルパ ソは、耐 え られ ない ほ ど暑い ところで した。

拘留 され てい る問、時間をつぶせ るものも殆 ど

なかったので、父 は、殆 どの時間を、書 き物 と

手工芸品に使 いま した。勿論、私 たちが父 がい

な くて寂 しかった よ うに、父 も私 たちがいない



のを寂 しがっていま した。私た ちみん なの人生

で、一番 悲 しい時期だ った と言 えるで しょ う。

父 の考 え方 につ いては、付 け加 え られ るこ とは

殆 どあ りませ ん。私は末 っ子で した し、多分母

に次いで、父 とい る時 間が長 かったで しょう。

戦前 は、私 は、夏休み は、父 が商売 を して いた

青 果 の卸 商 の並ぶ地 区 につ いて行 った もので

した。私は、野菜 の入 った箱 を運 んだ りす るこ

とで、が りが りの小 さな身体 を鍛 えよ うとしま

した。そんな仕 事だ けでな く、様 々な点で役 に

立っ人 間になろ うとしたのです。家か ら仕事場

へ の行 き帰 りに、父は よく話 を しま した。そ う

した時間を持 った想 い出を、私 は今で も宝物 と

しています。一方 、兄 と姉は、二人 とも、選択

でき る夏季学校 に夢 中で した。殆 どの父親 と同

じよ うに、父 も、私 たち子供 に対 して、色 々な

希望や願望 を持 っていま した。父は、教育 を重

視 しま したが、とりわけ長男 に対 して はそ うで

した。

父 は、滅 多に宗教の話 をしませ んで した。少 な

くとも、しかつ め らしくす るこ とはあ りませ ん

で した。それ でいて、私 たちに、日曜毎 に教会

に必ず 出席す るよ うに させ ま した。父 が選 んだ

のは、 ジ ャパ ニー ズア メ リカ ン ・オー シ ャン

ビュー ・チャー チ ・オブ ・クライ ス トとい う教

会 で した。何故 かは、はっき りしませ んで した。

サンデ ィエ ゴ仏教 寺院の方 が、自宅 にはず っ と

近 かったのです か ら。毎 日曜 日に教会 に通 うの

は、嬉 しくもない し、気 にも入 らない、試練 の

よ うな もので した。五歳 の子供 なんて扱い に く

い代物 です。それ で、私 も、敷地 の中を探 し回

られ た記憶 があ ります。多分、そ んなわけで私

は、今 日に至 るまで、教会 の礼拝 に出席 したこ

とがないのです。時が経つ につれ て、私 は、父

も母 も、定期的 に教会 の礼拝 に出席 してい るの

に気づ きま した。今 に至っても、私 は、教会で

の結婚式や葬式 に出席す るのは、いやいや なが

らなのです。

一番年 嵩のジ ョンは、今で も信仰心 を持 ってい

ます。 日曜 ともな る と、教会 出席 を欠 か しませ

ん。戦時 中、十代 に して家族 の懐 か ら引き離 さ

れ た折 りには、教会 が兄 の面倒 をみ て くれ ま し

た。姉 と私 とは、そ んな経験 を しませ んで した

し、卒業年 が違 うとはい え二人 とも中西部 にあ

る長老 派教会 の経営す るカ レ ッジを 出たので

す が、卒業後 は共 に信仰心篤 くとはゆきませ ん

で した。

兄のジ ョン ・アキラは、一番 上の子で した。1924

年 か1925年 の生まれ です 【実 際には1924年 の

生まれ…池 田註】。戦争 の勃発後 、家族か ら隔

離 され、1945年 以降まで、家族の誰 とも会えま

せ んで した。戦後UCLAに 戻 り、卒業す ると、

サ ウスダ コタのブル ッキン グスにあ る大 学院

に進 み、化学 を専攻 し、博士号 を取得 しま した。

それ か ら、コネチカ ッ ト大学 の教授 とな りま し

た。ごく最近まで、IEEE【lnstitute　of　Electrical

and　Electronic　Engineersの こ と…池 田註 】の

論文誌 のエデ ィターを務 めていま した。今 でも、

現職 の教授 で、毎 日一 クラスずつ教 えています。

サ ウスダ コタで、素敵な女性 と巡 り会い、結婚

し、素晴 らしい二人の息子がいます。上 の息子

には、一男一女 、下の息子 には、二人 の男 の子

がいます。です か ら、兄 には、孫 が4人 い るこ

とにな ります。

姉 のアイ リス ・エ ミコ ・フクタキは、ロサ ンゼ

ル スに住 んでいます。UCLAで 学士号 を取得 し

ま した。夫は 日系米人の男性 で したが、も う亡

くな りま した。デ ンバー に住 んでいる精神科 医

の娘 と、アイ リスの住 まい の近 くに住 んでいる

息子 がいます。息子の方 には、孫娘 がいます。

私 は、ロサ ンゼルスの 日系米人 の娘 、ペ ギー ・

ヤエ コ ・ヒガシダ と結婚 しま した。私 は、イ リ

ノイ州 の レークフォ レス トカ レッジで、学士号

を取得 しま した。子供 は、三人 います。息子 の

一人 は
、カイザー メデ ィカル グループで、精神

分析 ソシャル ワーカーを しています。娘は、ハ

リウッ ドの小児病 院の医師です 【直接 に娘 さん

のDr.　Dian　Tanakaに うかが った ところで は、そ

の中で も 「思春期外来」とのこ とであった…池

田註 】。 も う一人 の息子 は、半ば引退 して、 シ

ア トル に住 んでいます。 まだ40歳 にもな らな

いのに、何故 そ うしたのかは判 りませ ん。ただ 、
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　　早 い時期 に コ ンピュー タの世界 に飛 び込 んだ

　　人 間の場合 、も うや りつ くした と思 う人 間が多

　　いよ うです。子供 たちの中で結婚 して いるのは、

　　その息子 だけで、ブラジル 出身 の娘 さん と一緒

　　になっています。下の息子は、す てきな 日本 の

　　娘 さんに とって、良い結婚相手ですが(ど なた

　　か心 当 た りは … とて も物 静 か な息子 なの で、

　　 「ヤサシイ 」奥 さんが必要 です)。

2.父 がポス トン収容所 で、日本語で メモ ランダム

　　を記 していたのには、気づきませんで した。エ

　　ル パ ソの抑留所 か ら解 放 されて直 ぐ後 の こ と

　　で しょ う。解放 され ると、リロケー シ ョンキャ

　　ンプで、配偶者 と一緒 に暮 らせ るわ けです(ど

　　ち らも似 た よ うな牢獄 で したが、配偶者 と一緒

　　にい られ るだけ リロケー シ ョンキ ャンプの方

　　がま しで した)。 父 が収容所 で残 した ものが、

　　後 生 に伝 えるに足 る もの であれ ば良い のです

　　が。

3.メ モ ラ ンダ ムのオ リジナル が誰 に渡 ったの か

　　は知 りませ ん。

　　 【ここでメール ア ドレス につい ての記載 が入

　　る…池 田註 】

先 生か らの手紙 は、 コピー して、姉の アイ リス ・

エ ミコ ・フク タキ と兄 の ジ ョン ・ア キラ ・タナカ

に転送 します 。念 のためです が、私 には、 日本風

の名 前 はあ りませ ん 【ちなみ に、漢字 で記せ ば、

アキラは 「章」、エ ミコは 「恵美子」 である。 ただ

し、収容所内部で撮 られた写真 の裏 に、ミ ドルネー

ムでは ないが、 タイ ラー に対 して 「泰 良」 とい う

「当て字」 が見受 け られ る…池 田註 】。私 が生 まれ

る頃 には、両親 も、 日本 に帰 って再び住 み着 く可

能性 が まず ない だろ うと諦 めていた か らです。兄

と姉 に、先生に手紙 を書 くよ うに勧 めてお きま した。

先 生 に とって重要 な点 が、上 の説 明 に記 して ある

な ら嬉 しいのです が。

こ うした ことに 関心 を持 って頂 いて、お礼 を 申 し

上げます。　　　　　　　　　 タイラー ・タナカ

　 Mr.　Keinosuke　 Tanaka(田 中 恵 之助 氏)の 三 人 のお

子 さん た ち とは 頻 繁 な メ ー ル の 遣 り取 りを 続 け て

い るが 、次男Mr.　 Tyler　Tanakaと 二 人 のお 子 さん(Dr.

Dian　 Tanaka、 　Mr.　Brian　 Tanaka)、 一 人 娘 のMrs.　 Iris

Fu㎞takiと は 、 それ ぞれ2004年 の4月 、10月 に 直

接 お 会 い し、 タナ カ ・ケ イ ノ スケ 氏 に つい て様 々 な

逸 話 を うか が うこ とが 出来 た。 ちな み に 、 長 兄 の

Dr.　John　 Tanakaは 著 名 な 化 学者 で 、　University　 of

Connecticutの 現 職 の教 授 で あ り、EIC　 Hall　of　Fame

に そ の名 を 見 出す こ とが で き る。 次 男 のMr.　 Tyler

Tanakaも 、　Travel　Hall　of　Fameに 名 を連 ね て い る旅

行 業 界 の大 立 て 者 で あ る。Mrs.　 Iris　Fukutakiは 、

UCLAの 卒 業 生 で 、 タナ カ 氏 のjoumalの 価 値 を見

抜 き保 存 され て きた 、知 的 で ウィ ッ トに富 んだ婦 人

で あ る。

　 メ ・一一一・ル の 遣 り取 り が 始 ま っ た 頃 に 、Mrs.　 Iris

Fukutakiが 、 父 君 の想 い 出 を含 む 回想 記 を、 「メー

ル 」 と 「添 付 文 書 」 に よっ て送 って 下 さっ た。 内容

は 、あ くま で 自発 的 に記 され た も ので 、池 田か らサ

ジ ェ ス チ ョン の類 は全 く送 っ て い な か っ た。(Paul

Thompson:The　 Voice(ofthe　Past,　1978,0UPは 、 トンプ

ソ ン氏 か ら親 し く指 導 を受 け た酒 井 順 子 氏 に よ っ

て 、優 れ た翻 訳 が刊 行 され て い る 《『記 憶 か ら歴 史

へ 一オ ー ラル ・ヒス トリー の 世 界』、2002年 、 青木

書 店 、579ペ ー ジ。 翻訳 は 、2000年 に 出 され た原 著

の第 三 版 に よ る》。 翻 訳 の527ペ ー ジ か ら551ペ ー

ジ に か け て 、「ライ フ ・ス トー リー ・イ ン タ ビュー ・

ガイ ド」 が記 載 され てい る。 「あ くま で1970年 代 以

降 の イ ギ リス 社 会 に 対 す る著 者 の 調 査 か らで て き

た質 問例 で あ る」 と酒 井 氏 に よる 「訳 注」 が付 され

て い るが 、 はな は だ興 味 深 い こ とに、 そ のガ イ ドに

記 され た 質 問 例 に ほ ぼ 対 応 す る 形 で 、Mrs.　 Iris

Fu㎞takiか ら ご 自身 及 び父 君 につ い て の情 報 をお送

り頂 い た。 メール の 内容 か ら知 り得 た もの も多 い が 、

本 稿 では 、あ くま で 「添付 文 書 」二 篇 に 限 っ て、 「本

文 」 の 中で紹 介 した い。)

　 また 、 タナ カ氏 及 び 一家 につ い て のデ ー タの類 は

どれ も活 字 に して も一 向 に差 し支 え な い との お 許

しを 、Mr.　 Tyler　Tanaka、 　Mrs.　Iris　Fukutakiご 両 人 か

ら直接 に得 る こ とが 出 来 た。勿 論 、吟 味 し選 択 した

上 で の こ とで あ るが 、池 田が調 べ た ものや お 送 り頂

い た もの を、や は り 「本 文 」中 に記 載 す る。さ らに 、

タナ カ ・ケイ ノス ケ氏 の妻 トク コ(篤 子)夫 人 の妹

の娘 に あ た るMrs.　 Alice　 Abe　 Matsumotoが 、　John
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Nobuya　 Tsuchida,　 ed.,-Reflections　 　　 Memoirs　 of

t/OPanese　 American　 レ残)men　in　Minnesota,1994,　 Pacific

Asia　Press,　Covina,　 Californiaと い う434ペ ー ジの大

部 の本 の 中 で 、14人 の 寄稿 者 の一 人 と してMemoir

を 記 して い る。そ の 一 部 を 、自身 の想 い 出 と絡 め て 、

や は りMrs.　 Iris　Fukutakiが 添 付 文 書 で送 って きて 下

さった こ とが あ る。 こち らは 、他 日、別 の論 文 の 中

で紹 介 した い。

本文

1.タ ナ カ ・ケイ ノス ケ氏 につ いて のデ ー タ

　 タナカ ・ケイ ノスケ氏及 びその家族 についての以

下のデータは、様 々なソースか らの ものを突 き合 わ

せ た上 で、その一部分 を記載 した ものである。 「緒

言 」 で述 べ た よ うに、Dr.　John　Tanaka、　Mrs.　Iris

Fukutaki、　Mr.　Tyler　Tanaka、　Mrs.　Toshiko　McCallum、

堀 内明氏 、 田中健治氏 らに負 うところも多々 ある

ことを記 しておきたい。

　 まず 、 タナカ氏 の太 平洋戦争 勃発後 の動 き を示

す と、以下の よ うになる。

　 1942年3月9日 に、サ ンデ ィエ ゴにてFBIに 捕

われ る。10日 か ら12日 まで タハ ンガCCC【Civilian

Conservation　Corps… 池 田註】キャンプに留 め置かれ 、

同月14日 にサンタフェ司法省抑留収容所 に移 され

る。8月10日 か ら1943年6月23日 まではニ ュー ・

メキシコ州 ローズバーグ司法省抑留収容所、その後

またサ ンタ フェ司法省 抑留収容 所 に戻 され 、1944

年1月29日 まで収容 され る。サ ンタフェにい た間

の1943年12.月28日 にワシン トンか ら「パ ロール」

の通知 を受けるが、ア リゾナ州ポス トン収容所に移

り、1944年1.月30日 か ら1945年9.月ll日 まで留

まる 【このll日 は、タナカ氏 自身の記載 による。

右 の(i)の リス トでは、9.月lo日 となって いる…池

田註 】。9月12日 か らは、パサデナに居住。1948年

1.月ll日 にサンデ ィエ ゴに 「帰宅」す る。

　 なお 、タナ カ氏 のstatusを 表すい くつ かの番号 も

判 明 したが、タナカ氏本人が 「FBIに 捕 われて以来

の轄々た る生活」 と記述 してい るよ うに次々 と移動

して い る の で、 以 下 の(i)-c.のRF、(i)-d.の

ISNに つ い て は 、どの期 間 が該 当す る の か 、正 確 に

は特 定 で きず に い る。

(i)ケ イ ノ ス ケ ・タナ カ氏 の 番 号 と して判 明 した

　 もの を 下 に記 して お く。

　 a.パ ス ポ ー ト番 号 は、#068307。

　 b.外 国 人 登 録 番 号 は 、AR【Alien　 Registration

　 　 Number】#2986003。

　 c.転 住 家 族 番 号 は 、RF【Relocation　 Family

　 　 Number】#4131。

　 d.収 容 者 番 号 は、ISN【lntemee　 Serial　Number】

　 　 #254J　 355　CI。 【CIはCivilian　 lntemeeで あ る こ

　 　 とを指 す …池 田註 】

　 e.社 会 保 障番 号 は 、SSN【Social　 Security　Number】

　 　 #554-一 一〇1-一一29140

　 な お 、Social　 Security　Death　 lndexに よ れ ば 、生 没

　年 は 、公 的 に 以 下 の よ うに記 され て い る。

　 　 生年 月 日:1885年10.月27日

　 　 没 年.月 日:1964年12.月14日

　 　 最 終 居 住 地:カ リフ ォル ニ ア州

(i)AR、 即 な ど、(i)に 掲 げた タナ カ ・ケイ ノ

　 ス ケ氏 自身 の デ ー タ と一 部重 複 す るが 、収 容所 出

　 所 時の タナ カー 家 につ い て、WRA(War　 Relocation

　 Authority、 戦 時 転 住 局)の 記録 か ら紹 介 す る。 た

　 だ し、長 男 のMr.　 John　 Tanakaは 、 肋 膜 を病 んで

　 療 養 中だ っ た の で含 まれ てい な い。 本稿 の 「考察

　 と結 語 」 の 中 に、Mr.・John・Tanakaの 病 状 につ い て

　 の 問い 合 わせ の手 紙 二通 を紹 介 してお いた 。

　 一 部 の表 記 に つ い て は 、 下 に説 明 して お く。

A=Alien、 　C=Citizen、 　P-SantaFe=Prison　 Santa　Fe【 と

思 わ れ る… 池 田註 】、SaAC=Santa　 Anita　 Assembly

Center【Assembly　 Centerは 、仮 収 容 所 を指 す …池 田

註 】、Te㎜ 一W/0(Term　 Without　 Relocation　 Grant)、

Ind-lnv【Indefinite　 Leave…Community　 Invitation、 を

指 す と思 われ る …池 田註 】

　 序 で な が ら、 ポ ス トン収 容 所 入 所 時 のa)Mrs.

Tokuko　 Tanaka、 　b)Miss　 Iris　Tanaka、 　c)Mr.　 Tyler

Tanaka(Mr.Keinosuke・Tanakaの 夫 人 、 長 女 、 次 男)

の レ コ・一一一・ドは 、WRAに よ れ ば 、以 下 の よ うに な っ

て い る(copyright;1991,Japanese　 American　 National
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氏名 RF 性別 婚姻 市民権 AR 当初入所先

TANAKA、 　Keinosuke 4131 M M A 2986003 P-SantaFe

Tokuko 〃 F M A 2986000 SaAC

Emiko　 Iris 〃 F S C 〃

Tyler 〃 M S C 〃

History)。 夫 人 と 次 男 の 「宗 教 」 の 欄 の 記 載 に 疑 問

が 残 る が 、 そ の 侭 転 載 し て お く 。 な お 、Honshu

central　 divisionと さ れ て い る ト ク コ 夫 人 の 生 地 で あ

る が 、(vi)で は 横 浜 と さ れ て い る が 、 「緒 言 」 に お

い て 紹 介 し たMr.　 Tyler　 Tanakaの メ ー ル に あ る よ う

に 千 葉 県 の 出 身 で あ る 。

a)Mrs.　 Tokuko　 Tanaka

　　Intemee's　 Name:TOKUKO　 TANAKA.

　 Individual　 Number:04131A　 File　Number:216559

　　　　　　　　　　　　　　　　　Year　 of　Birth:96

　　Relocation　 Center:Colorado　 River(Poston,　 Parker)

　　Assembly　 Center:Santa　 Anita

　　Home　 Address:San　 Diego,　 Califbmia

　　Birth　 Place:Honshu　 central　 division

　　US　 Arrival　 Year:1920

　　Sex　 and　 Marital:Female　 Married

　 Languages:Japanese　 speak,　 read(&write),　 English

　 speak

　　Religion:Christian　 or　Protestant

　　Race:Japanese,　 Spouse:Japanese

　　Highest　 Grade:Elementary　 6　in　Japan

　　School　 Degree:

　 Military　 Service:No　 Military/Naval　 Service,　 No

　 Physical　 Defects,　 No　 Public　 Assist/Pension

　 Alien　 Registration　 Social　 Security#:Did　 not　attend

　 Japanese　 Lang.　 School:Has　 AR#　 but　not　S　S#

　　TIME　 IN　JAPAN

　　Length　 ofTime:20　 Years　 or　more

　 Age　 in　Japan:Between　 ages　 O-9　 and　 also　 lO-19　 and

　 also　20　and　 over

　　SCHOOLING　 IN　JAPAN

　 Number　 ofyears:10　 Years

　　School　 Grade:1-8　 and　 9-12years　 of　school　 only

　　INDIVIDUAL'S　 OCCUPATIONS

　　Qualified　 occupation　 l:

　　Qualified　 occupation　 2:

　　Qualified　 occupation　 3:

　 Potential　 Occupation　 l:Dressmakers　 and　 seamstresses

　 (se㎡ 一skiled)

　　Potential　 Occupation　 2:

　　FArHER'SOCCUPATION

　　Occupation　 l:Unknown　 or　none

　　Occupation　 2:Professional　 and　 semi-professional

b)Miss　 Iris　E.　Tanaka

　　Intemee's　 Name:IRIS　 E.　TANAKA

　 Individual　 Number:04131B　 File　Number:216560

　　　　　　　　　　　　　　　　　Year　 of　Birth:25

　　Relocation　 Center:Colorado　 River(Poston,　 Parker)

　　Assembly　 Center:Santa　 Anita

　　Home　 Address:San　 Diego,　 Califbmia

　　Birth　 Place:Califbrnia

　　US　 Arrival　 Year:American　 bom,　 Never　 in　Japan

Sex　 and　 Marital:Female　 Single

Languages:English　 speak,　 read(&write)only

Religion:Congregational

Race:Japanese,　 No　 spouse

Highest　 Grade:High　 School　 4　in　US

School　 Degree:

Military　 Service:No　 Military/Naval　 Service,　 No

Physical　 Defects,　 No　 Public　 Assist/Pension

Alien　 Registration　 Social　 Security#:Did　 not　 attend

Japanese　 Lang.　 School:Has　 neither　 AR#　 nor　SS#

TIME】[N　 JAPAN

Length　 ofTime:None

Age　 in　Japan:Never　 in　Japan

SCHOOLING　 IN　 JAPAN

Number　 ofyears:None

School　 Grade:None
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当初入所 日 入所前住所 最終出所種別 最終出所 日 最終出所後の目的地

1/30/44 San　 Diego,　 Cal. Te㎜ 一W/0 9/10/45 San　 Diego,　 Cal.

8/28/42 〃 〃 8/22/45 〃

〃 〃 Ind-Inv 9/20/43 Chicago,　 Ill.

〃 〃 〃 7/25/44 Lake　 Forest,　 Ill.

　　INDIVIDUAL'S　 OCCUPATIONS

　　Qualified　 occupation　 l:

　　Qualified　 occupation　 2:

　　Qualified　 occupation　 3:

　 Potential　 Occupation　 l:Musicians　 and　 teachers　 of

　 music

　　Potential　 Occupation　 2:Stenographers　 and　typists

　　FArHER'SOCCUPATION

Occupation　 1:Managerial　 and　 of行cial(except　 farm)

　　Occupation　 2:Unknown　 or　none

c)1-

　　Intemee's　 Name:TYLER　 TANAKA

　 Individual　 Number:04131C　 File　 Number:216561

　　　　　　　　　　　　　　　　　Year　 ofBirth:28

　　Relocation　 Center:Colorado　 River(Poston,　 Parker)

　 Assembly　 Center:Santa　 Anita

　　Home　 Address:San　 Diego,　 Califbrnia

　　Birth　 Place:Califbmia

　 US　 Anival　 Year:American　 bom,　 Never　 in　Japan

　　Sex　 and　 Marital:Male　 Single

　　I.anguages:English　 speak,　 read(&write)only

　　Religion:Christian　 or　Protestant

　　Race:Japanese,　 No　 spouse

　　Highest　 Grade:Elementary　 8　in　US

　　School　 Degree:

　 Military　 Service:No　 Military/Naval　 Service,　 No

　 Physical　 Defects,　 No　 Public　 Assist/Pension

　 Alien　 Registration　 Social　 Security#:Did　 not　attend

　 Japanese　 Lang.　 School:Has　 neither　 AR#nor　 SS#

　　TIME】[N　 JAPAN

　　Length　 ofTime:None

　 Age　 in　Japan:Never　 in　Japan

　　SCHOOLrNG　 IN　JAPAN

　 Number　 ofyears:None

School　 Grade:None

INDIVIDUAL'S　 OCCUPATIONS

Qualified　 occupation　 l:

Qualified　 occupation　 2:

Qualified　 occupation　 3:

Potential　 Occupation　 l:Musicians　 and　teachers　 of　music

Potential　 Occupation　 2:Stenographers　 and　typists

FArHER'SOCCUPATION

Occupation　 l:Managerial　 and　 official(except　 farm)

Occupation　 2:Unknown　 or　none
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(iii)1920年 に、新妻 トクコ夫人 を伴いAlabama・Maruで アメ リカ に帰 国 した折 りの記録。1920年10月20

　 日にシア トル で入 国を許 可 され てい る。

氏名 年齢 性別 婚姻 職業
　　　　　識字

読み　何語を?　 書き 国籍

TANAKA

Keinosuke
35 M M Merchant Y6s　 Japanese　 　Y6s Japan

TANAKA

Tokuko
24 F M H-wifb* Y6s　 Japanese　 Yes Japan

(iv)初 めての渡米時か らの乗船記録 と して、タナカ氏 自身のjoumalに 以下 のよ うな記載 が残 され ている。

船舶名 乗船地 上陸地 乗船ないしは上陸日

1 SS　 Tarter Seattle 9/12/1905

2 SS　 Shunyo　 Maru San　 Francisco 5/1920*

SS　AIabama　 Maru Seattle 10/20/1920

3 SS　 Santos　 Maru Wilmington(ニLos　 Angels) 9/12/1926**

SS　 Siberia　 Maru San　 Francisco 12/24/1926

【*この項は、年 月 日になっていない。あ るい は5/19/1920の こ とか も知れ ないが、特定 で きてい ない。**こ の項 は、

10/12/1926の 誤 記 と思 われ る…池 田註 】

(v)1926年 、タナカ氏が 日本に戻った際 に利 用 し

　 たSantos　Maruの 乗船 を、大阪商船が証明 した記

　録 の 「控 え」が残 っている。

　　　 　　 OSAKA　 SHOSEN　 KAISHA

　 (OSAKA　 MERCANTILE　 STEAMSHIP　 CO.,　LTI).)

　 　 　 　　 Head　 Office:Osaka,　 Japan

IN　REPLY,　 PLEASE　 REFER　 TO

FII.E　 NO.　 D/1

Yokohama,　 Dec.8th　 l　926.

Made　 in　duplicate.

Osaka　 Shosen　 Kaisha,　 Yokohama

【こ こ にsignatureが 入 っ て い る が 、 判 読 不 可 能 …

池 田 註 】

Passenger　 Agent

(Vi)1926年 タナカ氏が 日本か ら戻 った際の査証 申

　請の書類 として、以下のような記録が残 ってい る。

　英文 タイプを印刷 した書類 に、これ もまた英文 タイ

　プで記入。さらに、手書 きで 日本語 が記 されてい る。

　明 らかなタイフ.ミスは、池 田が訂正 してある。

Certificate　 No.　 O　l　63.

To　whom　 it　may　 concern:

　 1,the　 undersigned,　 hereby　 certify　 that　Mr.　 Keinosuke

Tanaka,　 aged　 41　years　 arrived　 at　the　port　 of　Yokohama

on　 　the　 　Thirty-First　 of　 　October　 　in　 　Nineteen

Twenty-Six(1926),　 aboard　 our　M/S"Santos　 Maru"as　 a

third　 class　 passenger　 from　 Los　 Angeles,　 Cal.,　 U.S.A.,

which　 sailed　 thence　 on　 the　 Twelfth　 of　 October　 in

Nineteen　 Twenty-Six(1926).

本書ハ英文ヲ以テ明瞭二記入サル可シ 若シ不明瞭

若 シクハ記入洩 レ等アル場合ハ査証手続ヲ遅延ス

ルオソレアルベシ

氏名

Name　 l名l　 KeinOsuke　 乱姓)　 Tanaka

生 年 月 日

Date　 Of　Birth　 27　 (日)Oct　 (月)1885　 (年、西暦 法)
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人種 ・国民 国 市 ・町 母国での近親者か友人の名 と住所 州 市 ・町

Japanese U.S. Calexico
Brother　 T.　Tanaka,**

34Sakatamachi,　 Akumigun,　 Yamagataken.
Cal. Calexico

Japanese Japan Yamagataken
Brother　 T.　Tanaka,

the　 address　 same　 as　 above

Cal. Calexico

【*H-wife=Housewife

の 弟 で あ る…池 田註 】

**Brother　 T .Tanaka-Mr.・Taminosuke・Tanakaの こ と で 、　Mr.・Keinosuke・Tanakaの 直 ぐ 下

出 生 地

Place　 　Of　 Birth

Res土dences　 　　'

Sakata　 Machi　 　、

(所) 460

Yama盟ta　 Ken

(〃) ,　,

s■nce　 1921大 正 十 年 以 降 ノ住 所 及 其 年 月

　　　　　　　　　　　　　 (自)　 　 　 　 (至)

6th　 San　DiegO　 　frOm　 　1921　 　tO　 　19260ct

(")

frOm

(")

frOm

(〃)

　tO

(〃)

　to

(父 〃　 〃　 〃　 〃)　 　 (〃 〃)　 　 　 　 　 　 　 　 (〃 〃)

工s　Father　 living?NO　 his　 name　 工hei　 Tanaka　 　address ....

(若 シ 父 母 其 死 亡 ノ 場 合 ハ 日 本 帝 国 二 現 住 セ ル 最 近 親 者 又 ハ 友

人 ノ 氏 名 、 住 所 及 其 関 係 ヲ 記 ス ベ シ)

工fMOther&Father　 are　 bOth　 dead,state　 narrle,address

and　 relationsh土p　 Of　 nearest　 relative　 in　 Japan

TaminOsuke　 Tanaka　 SakataMach土`　 Yamagata　 Ken

(〃) ,　,

配 偶 者 名　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 (年 齢)

Name　 Of　 wife　 Or　 husband　 TOkukO　 Tanaka　 age　 §}..

(出 生 地)　 　　 　 　 　　 　 　 (現 住 所)

...BOrn　 at　 ¥e　YOkOharna　 present　 res土dence　 San　 D.1e.gp,

(二 十 一 才 未 満 ノ子 女 ノ氏 名 及 住 所)

Names　 &　residences　 Of　children　 under　 21　years　 Of　age ....,

(氏 名)　 　 　 　 　 　 　 　 (年)　 　 　 (住 所)

Name　 Akira　 Tanaka　 age　 3　 address　 San　 DiegO

　　(〃)　 　 　 　 　 　 (〃)　 　 (〃)

Name　 ErrlikO　 Tanaka　 age　 2　 address　 San　 D土egO

　　(〃)　 　 　 　 　 　 (〃)　 　 (〃)

Name　 　　　　　NO　 　　　　　age _address

　　(〃)　 　 　 　 　 　 (〃)　 　 (〃)

Name　 　　　　　NO　 　　　　　age ...address

(身 長)但 シ 出願 者 ノ　 　 　 (沢)　 　 (吋)

Applicant's　 height　 　5　 fOOt　 　4　 inches.

(母 生 存 ノ場 合 ハ)　 　 (其名)　 　 　 　 　 　 　 　 　 (住所)

工s　MOther　 living?NO　 her　 name　 Masane　 Tanaka　 address ...,

(米 国 若 シ ク ハ 布 畦 二 現 住 ス ル 近 親 者 又 ハ 友 人 の 氏 名 住 所)

Name&address　 Of　 nearest　 relative　 or　 friend　 in　 America

Or　 Hawaii　 Wife　 TOkuko　 Tanaka　 　　 San　 Die≦10

(最 近 ノ 渡 米 年 月 日)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (舩 名)

Date　 of　 last　 leav土ng　 Japan　 200ct　 1920　 Ship　 Arabama　 Maru

(最 近 帰 国 出 帆 年 月 日)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (〃 〃)

Date　 Of　last　 lea▽ing　 U.S.　 Or　Hawaii　 120ct　 1926　 Ship ,　SantOs　 Maru

(今 回 出 帆 豫 定 日)

PrObable　 date　 Of　 departure　 fOr　 U.S.　 9　 Dec　 1926

　　　　　　　 ママ

(傳 染 又 ハ 移 伝 病 ノ 有 無)

Has　 appl土cant　 any　 cOntagiOus　 or　hered土tary　 d土sease? ..皇.g
　　　　　　　　 ママ

本書ハ絶体二正当ノ記入ヲ要 シ若シ虚偽ノ申立ヲ

ナス時ハ査証 ヲ拒絶スルハ勿論米国二上陸后本国

へ送還ノオソレアルベシ

(vi)次 は、 田中恵之助 氏の戸籍謄本 であ る。

　　なお、 「山形 県飽海 郡酒 田寺 町三十 四番 地」 は、

　　現在 「酒 田市中町二丁 目二番 三十」となってい る

　　　(本籍 と しては、 中町二丁 目三十 四番三)。
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山形縣飽海郡酒田寺町三十四番地
平民

前戸主亡養父田中伊兵衛

天保九年四月十五 日山形縣飽海郡酒 田濱町平民伊藤弥七二男養嗣子入籍ス

文久元年九月七 日死跡相績　弥五郎 ト名乗シヲ文久元年九月七 日伊兵エ ト

改名　明治参拾参年拾月武拾七日隠居同日届出同日受附　印
戸
主

亡養父伊兵工養嗣子

田中伊兵衛

天保二年四月八 日生

嘉永元年十月四日山形縣飽海郡酒 田筑後町平民伊藤太郎兵工亡二女入籍ス

妻 きよの

天保三年四月十七 日生

明治参拾参年拾月武拾七日家督相績届出同日受附　印

長
男
伊吉

嘉永四年二月二十七 日

明治元年十月十八 日山形縣飽海郡酒 田天正寺町平民遠田平右工門亡長女入

籍ス
婦

長男伊吉妻

ま さよ

安政二年五月十五 日生

三
男 助治郎

慶鷹元年九月十三 日生

明治廿四年一.月十八日山形縣東 田川郡泉村大字荒川平民村上徳比子二嫁ス

長
女
ひさ江

明治五年九月七 日生

孫

長男伊吉長男

伊作

明治十一年十月二十九 日生

明治廿七年九月廿 日山形縣飽海郡酒 田町寺町三十九番地ヱ分家

孫

長男伊吉三男

恵之助

明治十八年十月二十七 日生

明治廿年一月八日山形縣飽海郡酒 田天正寺町士族伊藤桶藤治亡三女入籍ス

婦

三男助治郎妻

美代志

慶慮三年六月廿一 日生

(V皿)家 系図

　　Mrs.　Iris　Fukutakiか らは、太平洋 の東側 のタナ

　カ家 の完壁 なFamily　 Treeを 、堀 内明氏や 田中健

　治氏 か らは、西側 にお ける田中家 の詳細 な家系 図

　を頂戴 したが、privacyの 問題 もあ るので、一部

　を抜粋 して簡 単に記す に とどめたい。

　　 日本側 では、田中家 は、代 々長男 が伊兵衛 を継

　 ぐことが多い よ うである。恵之助氏 の五代前 か ら、

　恵之助氏 の次 の世代 まで、嫡男 に限 って辿 って く

る と、以下 のよ うになる。婚姻 関係 や、恵之助氏

の孫 の世代 以降につ いては、記 さない こ とにす る。

　伊兵衛(生 没年 不詳)一 伊 右衛 門(生 年不詳 、

天保 四年 一二月八 日没)一 伊 兵衛(寛 政九年生 、

文久 元年 四.月七 日没)一 伊兵衛(幼 名 弥五郎、養

子 、天保 二年 四月八 日生 、明治三十 四年三月七 日

没)一 伊吉(や は り伊兵衛 を名 乗った とい う。嘉

永 四年 二月二十七 日生、明治 四十年十.月四 日没)

一伊 作(や は り伊兵衛 を名乗 った とい う
。明治十
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一 年 十 月 二十 九 日生
、 明治 四十 五年 五 月 四 日没 。

恵 之助 氏 及 び 民 之助 氏 の長 兄 に 当 た る。ち なみ に 、

二男 三女 を も うけ て この伊 兵 衛 氏 が没 した後 〈た

だ し、 次 男 、 長 女 は、 幼 児 期 に没 〉、寡 婦 とな っ

た ミ ワ夫 人 は 民 之助 氏 と再 婚 し、さ らに 四人 の子

を な して い る)一 伊 太 郎(や は り伊 兵 衛 を名 乗 っ

た とい う。明治 三 十 七 年 九月 十 九 日生 、平 成 七 年

一月 二 日没)

　 次 に 、ア メ リカ 側 で あ るが 、 こち らは 現在 、四

世 ま で お られ る。三 世 以 降の 婚 姻 関係 及 び 生 年 月

日は省 略す る。ち なみ に 、四世 は 、最 年 長 が1993

年 生 まれ で あ る。 ① ～③ は 、 二 世 。　 (1)～(3)は

三 世 。1.～2.は 四 世 を表 す 。

一 世:Mr
.　 Keinosuke　 Tanaka[10/27/1885-

12/14/1964]=Mrs.　 Tokuko　 Tanaka　 (nee　 Shima)

[9/2/1896-4/10/1998]　 married　 　1920

二 世:①Dr.　 John　Akira　Tanaka,　 Ph.　D.[6/18/1924

　 　 　 　 -]　 =Mrs.　 Patricia　 Louise　 Tanaka　 (nee

　 　 　 　 EIlwein)　 [6/13/1937-]　 married　 1959

　 　 　②Mrs.　 lris　Emiko　 Fukutaki(nee　 Tanaka)

　 　 　 　 [9/14/1925-]　 =Mr.　 Koji　 Fukutaki

　 　 　 　 [12/11/1921-8/16/1995]　 married　 1955

　 　 　③Mr.　 Tyler　Tanaka[3/4/1928-]=Mrs.　 Peggy

　 　 　 　 Tanaka　 (n6e　Higashida)　 　[9/20/1933-]

　 　 　 　 married　 1958

三 世:① 一一一(1)Mr.　 Peter　 Mark　 Tanaka、

　 　 　 　 　 (2)　Mr.　 Paul　 Michael　 Tanaka

　 　 　 ② 一一一(1)Dr.　 Karen　 ValerieFukutaki,　 MD、

　 　 　 　 　 (2)　Mr.　 Steven　 Mark　 Fukutaki

　 　 　 ③ 一一一(1)Mr.　 Stuart　 Take・Tanaka、

　 　 　 　 　 (2)　Dr.　 Diane　 Kimiko　 Tanaka,　 MD、

　 　 　 　 　 (3)　Mr.　 Brian　 Kei　 Tanaka

四 世:① 一一一(1)一一一1.Mr.　 J・hn　Edward　 Tanaka、

　 　 　 　 　 　 　 　 2.　Miss　Stephanie　Elizabeth　Tanaka

　 　 　 ① 一一一(2)一一一1.Mr.　 Tyler　 John　 Tanaka、

　 　 　 　 　 　 　 　 2.　Mr.　 Joseph　 Paul　 Tanaka

　 　 　 ② 一一一(2)一一一1.Miss　 Claire　 Mariko　 Fukutaki

　 　 　 ③ 一一一(1)一一一1.Miss　 Gabriella　 Tanaka

2.娘 ア イ リス さ ん に よ る 回 顧2篇

アイ リス ・フ ク タ キ夫 人(Mrs.　 Iris　Fu㎞taki)に よ

る回顧 一その1

【2004年2月2日 付 けメール に添付 され てい るが、

書簡 の形 を とって いる。 以下 の訳 で は、一部 を省

略 してある…池 田註 】

2004年2月2日

池 田先 生

　 Eメ ール を有 り難 うご ざいま した。私 は、アイ リ

ス(タ ナ カ)フ クタキ と言い ます 。 ケイ ノスケ ・

タナカの娘 です。

【ここに、joumalが どの よ うな経過 を辿 って池 田

の手 に入 ったか につ いての詳 しい言及 がな されて

い るが省 略す る。また、journalの 一部分 をフ ミコ ・

イシイ氏 に 日本語 か ら英語 に訳 して貰 った ことも

述べ られ ている…池 田註 】

　父 は三人 兄弟 の次男 で した 【次 男 として義教氏

がお られ たが、幼児期 に没 してい るため…池 田註 】。

家 業は酒造 りで した。 みん な、敬 度 な仏教 徒で し

た。 次男坊 だった ので、 日本 を離 れて 、合 衆国で

一旗 あげ よ うと したのです
。伯父 が亡 くな った際

ですが、慣 習で は、父 が兄 の未 亡人 と一緒 にな り

家業 を継 ぐはず だった、そ う私 は聞か され ま した。

父 は既 に合 衆国で暮 らして いま した ので、叔 父 の

タ ミノスケが、未 亡人 と結婚す るとい う義 務 を果

た して くれ ま した。父 はず っ とそれ を覚 えて いて、

出来 る限 りタ ミノスケ叔 父 に恩返 しを しよ うと し

ていま した。 ミキオ ・タナ カは、 タ ミノスケ叔父

の息子 で、私 の両親 は とても可愛 がって いま した。

私 は、兄 のジ ョン、弟 の タイ ラー と一緒 に、 ミキ

オに会 うことがで きま した。 ジ ョンは、学会で 日

本 に出張す るこ とが多いの で、 ミキオ とよく会 っ

ていま した。 ミキオ は、2003年 の10.月 に亡 くな り

ま した。娘 さんが3人 いて、 ジュンコ、テイ コ、

カズ コです。 ミキオ の孫 にあた るア キラ ・ホ リウ

チは、教 師を してい て、英語 でジ ョンにメール を

書いてきます。

　私 は、兄や弟 が どの程 度 の情報 をお伝 え した か

分 か りませ んので 、既 にお知 りにな ってい るこ と

や 、必要 とされて いない情報 の繰 り返 しとな った
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ら、 ご免 な さい。

　父 は、1885年 に山形で生 まれ ま した。高校 【旧

制 中学の こ とを指 してい る と思 われ る…池 田註 】

を修 了 しています。 ター ター 号に乗 った父 がア メ

リカに着 いたのは、1905年9月12日 の ことで、上

陸地 は、ワシン トン州 シア トル で した。 【ター ター

号は、カ ナダ太平洋鉄道 会社 の運 行す る、シア ト

ル経 由の船 であった…池 田註 】。父 は、あ らゆる仕

事 を しま した。仕事 を見つ けるのが難 しい場合 に

は、方 々転 々 としま した。彼 のjoumalの 中に、仕

事 に就い た場 所 と職種 とが メモ して あ りま した。

年代順 に並 んでい るか ど うかは分 か りませ ん。 【以

下は、二 ヶ所 を除いて、英文 の侭掲載す る…池 田註 】

Port　Blackley,　 Washington

San　 Francisco,　 Calif.

Winters　 via　Vacaville

Camp　 #10roville

　 　 Saw　 Mill(lumber)

(several　 kinds　 ofwork)

Seasonal　 peach　 haevest

　 　 　 　 　 　 Railroad

(父が コ ックと して働 いてい た と口に したの を覚

えています)

Marysville

San　 Jose

Watsonville

Monterey

San　 Francisco

Ukiah

Fresno

Stockton

Pear　 harvest,　 and　 spraying　 orchard

　 　 　 Plum　 harvest-一 一piecework

　 Sugar　 beets　 harvest,　 and　 digging

　 　 　 　 　 　 　 　 　 up　potatoes

　 　 　 Gardening　 and　 housework

　 　 　 　 School　 boy,　for　a　family

(help　 with　 housework,　 child　 care)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 pick　 cherry

　 　 　 　 Pick　 grapes,　 piece　 work

　 　 　 　 　 　 　 　 China　 potato

(父は、ポテ トを大袋に入れる作業の厳 しさを話

していました)

　英文 のjoumalを 読む と、父 は、自助、自己鍛錬、

独 学 とい った ものに専 ら思い を馳 せて いたのが分

か ります。父は、毎 日の予定 を立 ててい ま した が、

その中には1時 間の勉強 も含 まれてい ま した。父

は、 しょっち ゅ う、朝は4時 か ら夕方6時 まで働

かな くて はな りませ んで した し、その家 の主婦や

様 々な主人気 取 りの人 間た ちに悩 ま され ま した。

疲 れ果て て勉 強 した り手紙 を書 き続 ける ことが 出

来 ない と、父 は しば しば記 しています。父 も、 同

胞 の 日本 か らの移住者 も、定 まった住所 が あった

わ けで はあ りませ ん。 それ で、彼 らは、郵 便物 の

集配 所 として、 ホテル 、 レス トラン、 下宿屋 な ど

日本 人 の経 営 して いる ところを利 用 しま した。金

を借 りよ うと した り、集 金 しよ うと した り、高飛

び しよ うとす る話 な ど、 よ く出て きます。 お札 を

見つ けて渡 してや った こ とも書 いてい ます。 彼 ら

の雇 い主たちは、きつい仕事 を させ てお きなが ら、

支 払い を拒 む こ とが よくあ りま した。父 は英語 を

学 んで いたので、友 達が 自分 たちのた めに も集金

を して くれ るよ うに頼 んだ もので した。父 はまた、

す っか らかんに なって しま った ことも書 いてい ま

す 。父 が学 ん だ本 の 中には 、『ライ ジン グイ ンザ

ワール ド』 とい うタイ トル の ものや、簿記 の教科

書、聖書が含まれていま した。父は、例 えば"Good

f()r　good　is　natUral.　Good　for　bad　is　manly."と い った、

珠 玉の よ うな言葉 を記 してい ます 。 か と思 えば父

は、蜜蜂 は花 か ら蜜 を採 るが、蜘 蛛 は同 じ花か ら

毒 を採 る とも述べ ています。父 は、 白人 に対 して

は 日本人 が使 った皿 を使 わ ない よ うに して給仕す

るのを見て、不愉快 に感 じま した。父は、5セ ン ト

出 して映画 を観 にゆ くのが大好 きで した し 【この5

セ ン ト(nickel)か らニ ッケルオデオ ン(nickelodeon)

とい う語 が生 じた ことは よ く知 られて い る。 ケイ

ノスケ ・タナカ氏 は、1905年 に渡米 してい るが、

どの よ うな映画館 で、 どの よ うな種類 の映画 を観

たのか につ いて の記録 が残 っていない のは残 念で

あ る。 ただ、Mr.　Tyler　Tanakaか ら直接 うかがった

ところでは、ア メ リカ映画 だけでな く、 日本映画

も一緒 に よく観 に出か けた との ことで あ る。 ちな

みに、主 に1910年 代 の 日系移民 と映画 の関わ りを

論 じた もの と して 、板 倉史 明 「米 国 日系移 民の 日

本 映画受容 　　 1911年 、横 田商会映画 に対す る不

安 定な観 客性 」、『アー ト・リサーチ』第3号 、2003

年 、189-197ペ ー ジがあげ られ る…池 田註】、時 に

は友 達の分 まで出 してや っていた よ うです。父 は、

カザマ さん とかい うお嬢 さん とよく文通 を してい

ま した。 明 らか に、二人はお互 いの顔 を見知 って

いま した。父 は可愛 い娘 に惹 きつ け られ ま した し、

そのお かげで ロマ ンチ ックにな りま した。若 い頃

の父の写真 を見 る と、娘た ちの方 も父 を好 ま しく
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思ったのでは と想像 できます。

　 良い もの も悪い もの も含 め、様 々な経験 を した

父 は、敬度 な ク リスチ ャンにな りま した。 私の思

うところでは、父 は、理想 家肌 の野心家 で、寛大

で正直で あ り、知識 とい うものに心 を惹 かれ吸収

しよ うとした人 で した。人々は、助力 を求 めた り、

お金 を借 りた り、父 の英語力 に頼 るた めに、父 の

もとを訪れ ま した。

　 サ ンフラ ンシス コ大 地震 の後 、父は列車 で ロサ

ンゼルス に向かい ま した。サ ン フェルナ ン ドヴァ

レーで、 オ レンジ園で金儲 けを しよ うとしたの で

す が、霜 でオ レンジの樹 は駄 目にな って しまい ま

した。結局 、父 は、サ ンデ ィエ ゴの東 にあ るイ ン

ペ リアル ヴァレー のキ ャ レキシ コで、サ ンライ ズ

マーケ ッ トを始 めま した。最初 は小規模 で した が、

スペ イ ン語 を学び 、メキ シコ と取引 を し、経済的

な成 功 を収 めま した。 結婚 したい素敵 な若 い娘 さ

んを見つ けて、 日本 にい る祖母 にそのつ も りだ と

手紙 を出 しま した。祖 母 は反対 し、 日本 に帰 って

結婚 す るよ うに命 じま した。母 の妹のユ カ ・アベ

は、邦字紙 の発 行人 と結婚 しま した。照会 の 内容

も良か った し、父 は写真 を受 け取 り、サ ン ライ ズ

マーケ ッ トを 日本人 に売 り、1920年5月 にサ ンフ

ラ ンシス コか らシュン ヨウ丸 【日本郵船桑 港(サ

ンフ ランシス コ)航 路 の春洋丸 …池 田註 】で 日本

に戻 りま した。両親 は、1920年10月6日 にアラバ

マ丸 で横浜 を出港 し、10.月20日 に、ワシン トン州

シア トル に到 着 しま した。母 と話 した こ とを メモ

に記 して おいた のを眺め る と、両親 は、ユ カが妊

娠 してい たので ポー トラン ドで一 ヶ月 間暮 ら しま

した。アベ ー家 は、サ ンフランシス コに居 を移す

前 は、ポー トラン ドに住 んでいま したか ら。

　 両親 は 、キ ャ レキシ コ、サ ク ラメ ン ト、 ロサ ン

ゼル ス と住 まい を変 えま した。 ロサ ンゼル スの リ

トル トー キ ョー の、東1番 街 の教 会の地 下で二年

間暮 ら しま した。母 は、 日中は ミシ ンのク ラス 、

夜 は英語 のク ラス に通 いま した。 二年 目には、父

はサ ンデ ィエ ゴに出かけま した。 初 めは米 、そ の

次には トマ トを扱 いま した。農 民か ら買い入れ 、

ロサ ンゼル スの、卸業者 兼ケ チ ャップ メーカー に

出荷 す るので した。父 は、週末 は ロサ ンゼ ルス で

過 ご しま した。や がて二人 はサ ンデ ィエ ゴに移 り

ま した。父 は簿記係 として働 き、それ か ら農 作物

を商 う会社 を 自分 でつ く り、第 二次大戦 まで経営

は活況 だった と言 えま した。

　 ジ ョン ・アキ ラ ・タナカは、1924年6.月18日 に

生まれ ま した。私 は、翌1925年9月14日 に、タ

イラーは、1928年3月4日 にそれぞれ生 まれ ま し

た。1926年 に母方 の祖母 が亡 くなったので、父 は

サ ン トス丸 に乗 って弔問 に出かけ、 シベ リア丸 で

アメ リカに戻 りま した。

　 1942年3.月9日 、FBIが 父 を逮捕 しま した。逮

捕 の理 由 として挙 げ られた のは、根 も葉 もない こ

とで したが、二人 の息子 に仏教会 で剣道 を習わせ

ていた か ら 「黒龍会 」 に入 ってい るに違 いない と

い うもので した。父 は、3 .月10日 か ら12日 までは

ツナキャニオン、14日 か ら8,月10日 までは、サ ン

タフェ拘 留キャンプ、8月20日 か ら、翌1943年6

月23日 まで は、 ロー ズバー グ抑留所 にいま した。

そ この衛戌病 院で病棟 の主任 の よ うな もの を して

いま した。 その折 りに、 フル ゴ ウチ博士 との友情

が芽生 えたのだ と思 います。戦後 に なって、私 た

ちはテ キサス州エルパ ソにある ご自宅 に、 フル ゴ

ウチ博 士夫妻 をお訪 ね しま した。1943年6月12日

か ら 【6.月23日 で はないか と思 われ る…池 田註 】

1944年1.月29日 まで、父 はまたサ ンタフェの拘留

キ ャンプに入 れ られ ま した。私 は、 ポス トンの リ

ロケー シ ョンキ ャンプか ら出て、 レー クフォ レス

トカ レッジに入 るため にイ リノイに ゆ く途 中に、

サ ンタフェの父に会 いにゆきま した。1944年1月

30日 、父 はパ ロール を得 て、 ア リゾナ州 ポス トン

にあった リロケーシ ョンキャ ンプに移 り、3.月か ら

5月 末まで、ブ ロ ック323の 食堂 で店 を切 り回 しま

した。それ か ら、1944年6月1日 か ら1945年8月

31日 まで、頼 まれ て必需 品の調達事務所 に勤 めま

した。

　 1942年 春 の西海岸 か らの強制立 ち退 き と、ア リ

ゾナ州 ポス トンの リロケー シ ョンキ ャンプか らの

解放 ま での問の こ とですが 、母 は、初 めはサ ンタ

アニ タ仮収容 所、それ か らポス トン皿 【ポス トン

は、元 々、現在 のモハ ヴェロー ドに沿 った三つ の

キ ャンプか らな っていた。 タナカ家 が抑 留 され た
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のは、そ の皿で あった…池 田註 】の ブ ロック323

にいま した。

　 両親 は、1948年 にサ ンデ ィエ ゴに戻 るまで、カ

リフォル ニア州パサデ ナで生活 しま した。 商売 は

手放 していたわけです し、63歳 にもなってい たの

で、父 は健康 の許す 限 りガーデ ナー として働 きま

した。亡 くなったのは、1964年12月14日 で した。

　父 がガーデ ナー をや ってい た時にお客 にな って

くれた 中に、公 民権運 動の活動 的な指導者 で ある

ハ ワー ド ・チ ャー ノブ さんが いま した。 テ レヴィ

局に勤 める傍 ら、有名 なサ ンデ ィエ ゴ動物 園で も

仕 事 を していま した。 素晴 らしいキ ャ リアの持 ち

主で した が、 ここでは両親 と関わ りの あ るところ

だけ を述べ ま しょう。 法律が変 わって 、両親 が市

民権 の こ とについ て調 べて取得 を願 い 出る資格 を

得 た時に、チャ・一一一・ノブ さんが、1953年10月16日

に、両親 が合 衆 国市 民にな る ところがテ レヴィで

放 映 され る よ うに手配 して下 さいま した。 万博 の

際に、チ ャー ノブ さんはア メ リカの代表 で した が、

母 がア メ リカ館 を訪 ねた際 には大歓 迎 を して下 さ

いま した。

　 【ここで再び、 フ ミコ ・イ シイ 氏に よるjournal

の英語訳につ いての言及 が入っている…池 田註 】父

は、 日記帳 を幾冊 も持 ってい て、 こち らに書い た

ら次はそ ち らとい った具合で した。それ で、時 間

的な枠組 みは整 然 とは してい ませ ん。父 は静か な

人 で したが、joumalで は、感情 を十分に吐露 して

います。詩 もあ ります。翻訳す るのが難 しいで しょ

うけ ど。父 の よ うな民間人 としば ら くの問一緒 に

収容 され ていた 日本 の捕 虜か ら話 を聞 き出そ うと

して コ ミュニケー シ ョンを図 った こ とにつ いて の

翻訳 も二ペ ー ジ分 あ ります 【二ペ ー ジ分 とい うの

は、上述 フ ミコ ・イ シイ氏 によ る抄訳 のペ ー ジ数

で、実 際のjoumalで は、15ペ ージか ら31ペ ー ジ

までにわたってい る…池 田註 】。父 は、 とても綺麗

な字 を書 きま した。手紙 は、 まず 一回書 き、それ

か らよ り綺麗 な字 で写 しを とって、写 しの方 を送

る とい った ことも しば しばで した。 そ うした練習

用 の手紙 もい くつ か翻訳 され ています。父 は、重

病 で入院 中 も、考 えた こと、感 じた こ とを、雄 弁

に記 して いま した。私 の娘 は父 が入 院 してい る頃

はまだ歩 けませ んで したが、見舞 い にい った父の

病 室で私 の手を握 りなが らあん よの練習 を してい

た こ とを思い 出 します。 医師た ちは、 関節 炎な ど

を 口に していま したが、父 が ど うして そ こまで重

症 にな ったのか診断 を下す のに苦 労 して いま した。

ただ、私 は、心 の中で、父 が戦後 ガーデ ニ ングを

や って いた頃に使 った化 学物質や 殺 虫剤 に よるも

のではないか と考 えています。DDTや クロルデ ン

は、後 になって余 りに危 険 であ ると され 、禁止 さ

れ ま した。

　母 は、倦 まず に父 の面倒 をみ てい ま した。 父 の

体 力が落 ちてか らも、一度 な らず 日本 を訪 れ るよ

うに手配 しま した。 日本 に行 くのは、 引退 後の父

の夢 で した。母 はまた、父 をワシン トンDCに も連

れ て行 きま した。彼 が選 ん だ国の首府 です か ら、

意義深 い旅 にな りま した。1964年 に父 が亡 くなっ

た後、母 は、孫 の顔 を見 に来 て相 手 を して くれた

ので、私 も助 か りま した。それ か ら、旅行 にも出

か けま した。 日本 の万博 にも行 きま した し、世界

一周 の旅 もしま した
。 とて も綺麗 な庭 を造 り、教

会 には熱 心に通 い、101歳 半まで長生き して、1998

年4.月10日 に亡 くな りま した。

　父 は静 かな人で したが、子育 てに は成功 した の

です。 ジ ョンもタイ ラー も私 も、誰 もが、父が特

別 な こ とを教 えて くれ たの を覚 えてい ます。 私た

ち三人 の子供 、七人 の孫、全員 が大学 に進 みま し

た。 学位 を複 数持 ってい るのも一人で はあ りませ

ん。孫の世代の職 業やキ ャ リアは、犯罪心理学者、

精巧 な超硬部 品の製造 、大学警察官、パイ ロ ッ ト、

臨床 心理 医、小児科 医 【実際には9ペ ー ジの註で

述 べ た よ うに思春 期 外 来 の専 門医 で あ る…池 田

註 】、コン ピュー タ技術者 とい うところです。父 の

残 した英 文のjoumal、 そ して フミコ ・イ シイ さん

に よる訳 まで も読む ことが 出来 るよ うにな るまで 、

私 は、父 がいか に偉 大な哲学者 でイ ンテ リで ある

のか理解 していませ んで した。父 が1964年 に亡 く

なった日寺、最年長 の孫 もまだ8歳 で した。私 たち

がみな父 の理想 に何 とか到達 しよ うとして生 きて

きたの だ とい うこ とを、父 が知 って くれ た らな あ

と私 は祈 りたい気持 ちです。
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ア イ リ ス ・フ ク タ キ 夫 人(Mrs.　 Iris　Fukutaki)に よ

る 回顧 一 そ の2

【2004年8.月31日 受 信 の メー ル の 添 付 で あ る。

"Dad's　 Life"と い うタイ トル が付 け られ て い る
。 ま

た 、gaman、 　Hakujin、 　Inu、　Issei、　Kibei、　Nisei、　Yamato

と い っ た語 が 、文 中 に用 い られ て い る …池 田註 】

　一番 幼い 時の想 い 出は、藤 の蔓の下 で母 の膝 に

抱 かれて いた こ とです。 日曜大 工で こ しらえた蔓

棚 は、 こわれ て頭 の上 に落 ちてきた け ど、母 も私

も怪 我 は しません で した。私 は、今で も、藤 の香

りと、藤色 が大好 きです。

　 ジ ョンが学校 に通 い始 める と、私 も毎 日ジ ョン

のあ とを追 っか けて幼 稚園 に通 いま した。 先生 は

ものわか りが良 く、私 もそ こに置 いて くれ 、英語

を教 えて くれ ま した。 両親 は、子 供た ちがなま り

のあ る英語 を話 さない よ う願 っていた ので、私 た

ちには学校 で英語 に触 れ させ る、そ う決 めてい ま

した。

　父 が働 き手 で、母 は専業主婦 として子供 た ちの

面倒 を見 ていま した。 我が家 は、は じめは 日本人

家族 がた くさん住 んでい る地域 に暮 らしていま し

たが、私 が4歳 の時 に、 引っ越 しを しま した。 白

人 でない のは私た ちだけだ ったので、母 もご近所

と話すのや 、小学校 に顔 を出す 時に は、英 語で話

さざるを得 な くな りま した。

　父 はだ いぶ貯 金 を したので 、家 を即金 で買 うこ

とが 出来 ま した。父 は、青果 の卸売 りを してい た

ので、夜 中の2時 か3時 か ら午後 の早い時 間まで

働 き、夕食 を とった後 、また9時 頃 まで働 きま し

た。 私た ちが学校 か ら帰 る頃 、父 は うたた寝 を し

ていま した。

　母 は働 き者 で した。 家の 中はいつ も片づ いて い

ま した。私 た ちが育 ったの は、大恐慌 の さなか で

したので、お金 にはあま り縁が あ りませ んで した。

母 は、庭 い じ りは玄人 はだ しで した。鶏 も育て た

し、家族の者 が着 るもの も、縫 って仕立て ま した。

ですが、料理 は上手 じ・やなか った。野菜 と鶏 肉が

たっぷ り入 った食事 で、私た ちは余分 な肉はっ か

ず健 康で した。私 自身 は、食べ るこ との楽 しみ を

20年 後まで知 るこ とが あ りませんで した。夕食 は、

いつ も家族 いっ しょで した。 時間が ある と、父 が

自分 で料理 を作って くれ ま した。

　私 の両親 は、大恐慌 の苦 しい時節で も、子 ども

の教育へ の関心 を失 いませ んで した。私 た ちが大

学に進む のは、み なが 当然 とみな して い ることで

した。私 が、早い時期 か らピア ノの個人教授 を受

け るた めのお金 は工 面 され ま した。兄 と弟 は ヴァ

イオ リンの レッス ンで した。1941年12月7日 に、

タイ ラー と私は、 ご婦 人た ちの集 ま りで演 奏す る

予 定が入 ってい ま した。 み んなが私た ちの ことを

嫌 が るのではない か、行 くべ きかキ ャンセルすべ

きか、そ んな こ とを考 えま した。 タイ ラーは ヴァ

イオ リンのケース を抱 えて いま した。二 人は市電

に乗 ろ うと歩いて行 きま した。 トロ リー に乗 って

約 束の場所 に顔 を出 しま した。私 た ちは演 奏 しま

した。 ご婦 人た ちは全 員 白人 で した が、 とて も優

しく して くれま した。 よ りによって真珠湾 攻撃 の

日にで したが、私 たちの 自分 たちが二世 なんだ と

い う不安 は追い払 われ ま した。 こん なエ ピソー ド

は、今 では子供た ちに 「大人 が随いて行 かない時

には家 か ら遠 くに行 っ ちゃだめ よ」 と言 って聞 か

せ るの と比 べ、そ の頃が どんなに有 り難 くも天真

燗 漫な時代 だった かを示 してい ると言 えま しょ う。

　 この メモ ワール の最初 の原稿 を記 した後 、兄 と

弟 に コメン トを求 めてみま した。 タイ ラーは、私

が ピア ノの練 習 を していた土曜 日の こ とを覚 えて

いま した。ジ ョンは、ロール トップデ スクに向かっ

て勉 強 していた こ とを覚 えていま した。 父は タイ

ラー を、仕 事に連れ て行 って しか るべ き時 に、映

画 に連れ て行 きま した。 も う既 にあ なたに向 けて

順 を追 って綴 った折 りに記 したか も知れ ませ んが 、

父 はいつ で も大 の映 画 ファンで した。 アメ リカ に

や って 来 た 当座 で収 入 も少 な く、英 語 も勉 強 中

だったのに、支 出表 には、町に出 るたびに5セ ン

トで映画 を観 た こ とが記 され ています。 映画だ け

でな く、ボクシ ング も観 るのが好 きで した。 金曜

の晩 に、 たば こ臭い におい を させ て帰宅す るの を

母 は とて も嫌 が った ものです。 父は、 たば こも酒

もや らない人間で したか ら、母 には、父 が どこに

行 ったのか分 かって しまったので した。

　 12月7日 の後 は、気 が動転す るよ うな毎 日で し
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た。 私た ち子 供 は、そのま ま学校 に通 ってい ま し

た。 兄の ジ ョンは、肋膜 を患 い入 院 を余儀iなく さ

れ ていま した。ジ ョンに、私 の書いた ものをチ ェ ッ

ク して貰った ところ、ジ ョンは、自分 が病気 になっ

た理 由は、机 の両側 に蝋燭 を立ててい たか らだ と

ず っ と感 じて きた とコメ ン トを付 けて きま した。

父 は、お得意 さん が敵性 国民 と商売 を しな くて済

む よ うに、 自分 の ビジネス をジ ョンの名 に移 して

いま した。 それ を際 だたせ よ うと、 ジ ョンは、朝

早 くか ら父 と一緒 に商 売 に出かけ、そ の後 で学校

に回 った ので した。 ジ ョンは、大学入試準備 にも

力 を入れ たので、余分 な勉強 もしな けれ ばな らな

かったのです。

　 ど うしてそんな こ とを され るのか皆 目見当 もつ

きません で したが 、一 世の父親 た ちは、一 人ま た

一人 とFBIに 逮捕 されてい きま した
。我 が家 にも

そ うした ことが起 こるのでは と恐れ て、私た ちは、

父 の使 うひげそ りの道 具 と予備 の着 る物 をシ ョル

ダーバ ッグにつ めま した。3.月9日 に、ダv-一・iクスー

ツを着 こんだ四、五 人のFBIの 人 間が ドアを叩き

ま した。家捜 しを して、 シ ョル ダーバ ッグを見つ

けま した。FBIは 、それが有罪 の証拠だ と言 って、

父 を連れ去 りま した。 後 になって私た ちに分か っ

たのは、父 が、息子 たち を剣道教 室 に入れ てい た

とい う理 由か ら、黒龍 会 に属 してい る と告発 され

たのだ とい うことです。

　 ジ ョンは、父がアベ お じさん との関係 か らFBI

に 目をつ け られた のでは と、ず っ と感 じてきま し

た。 アベ お じさん は、大学 を出ていて 、サ ンフラ

ンシス コの邦字紙 に記 事 を載せ ていま したが、影

響 力 を持 っ てい ま した。 日本 か ら位 の高 い人 が

や って くる と、 アベお じさん が もてな しま した。

だか ら、FBIは 、アベ お じさん をとて も尋 問 した

がってい ま した。私 は、尋問 には肉体 的な もの も

含 まれて いたので は とい う印象 を持 っています。

アベ お じさんは、頭 を ど うか して死ん だのです か

ら 【そ の後 、Mrs.　Iris　Fukutakiか ら、死因 はガ ンで

あった との訂正 を頂 いた…池 田註 】。

　 隣人た ち、級 友た ち、先生 たち、み んな とて も

親切 で した。 日系人 が西海 岸 か らの立 ち退 き を命

令 された 時には、女 の友達が集 まって私 のた めに

お別れ会 を開いて くれ ま した。62年 経 っても、私

た ちは仲 の良い友達 です。 ご近所 の一人 は、で き

うる限 り母 の手助 けを して くれ ま した し、私た ち

が家 を離れ る際 には、車で鉄道 の駅 まで私 た ちを

連 れて行 って くれ ま した。 も う広 く知 られ てい る

ことです が、私た ちは、手 で運 べ る物 しか持 って

い くこ とを許 され ませ んで した。 私た ちが合 法的

な住 民 であ り、 アメ リカ市民 であ るこ とは少 しも

重要 ではあ りませ んで した。

　 立ち退 き と抑 留 は、 と りわけ母 に はきつか った

のです。父 は も う連れ 去 られ て しま っていた し、

長 男は遠 くで入院 していま したか ら。 それ に、私

は、母 が更年 期だ ったので は と思い ま した。 収容

所 の生活 の形 態 は、家族 の一体感 を損 な うもの で

した。粗末 なバ ラ ック につ めこまれ ま した。 食事

は、共 同の食 堂で と りま した。 学校 が始 ま った の

は、何 ヶ月 も経 ってか らで した。 子供 たちは、住

まい も食事 も両親 に頼 らな くなってい たので、好

き勝 手をす る者 がた くさんいま した。

　色 々 な教会や信 徒 が、 日系人 に対す る不正 に気

づ き始 めま した。バ プテ ィス トのお かげで、私 は

収容 所 を離 れ、イ リノイの カ レッジ に入 ることが

できま した。1942年 には、私 はまだ高校生 だった

ので、高校 の方で 、私 が学科 の方 はみ な済ませ て

い るが必修 の体育 は履修 しなけれ ば な らない、 と

い うことを把握 していま した。進 んだ先生 がいて、

週 に5日 サ ンタアニタの競走馬訓練用 の走路 を走

り、毎週葉 書 を送れ ば、卒業証 書 を授与す ると決

めて くれ ま した。

　 サ ンタアニタ競馬場 は、列車 が最初 に私 た ちを

連 れて行 った仮収容所 で した。 訓練用 の走路 はも

うな くなってい ます が、サ ンタアニ タは、今 で も

西海岸一 の競馬場 です。1942年 には、連 中は、駐

車場 にタール ペーパ ー を張 ったバ ラ ックを建 て、

特別観 覧席 を食 堂 に変 えて しまいま した。 競走馬

を収 容 していた建物 は、公衆 シャ ワー室 にな りま

した。周 囲には、鉄条 網が張 られ 、哨兵 が見張 っ

ている塔 が建 て られ ま した。

　母 、 タイ ラー、そ して私 の三人 は、厩舎 に住 ま

い をあてがわれ ま した。 タイ ラーは、今 で も馬糞

の臭い に耐 え られ ませ ん。地 面に生 のアス ファル
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トが流 しこまれ、床 にな りま した。鉄製 の簡易寝

台が唯一 の家 具で した。 バ ラ ックの外 に トラック

か ら放 り投 げ られ た藁 を キャンバ ス地 の袋 につ め

て、マ ッ トレス に しま した。 マ ッ トレス と して は

十 分で したが、簡易寝 台の方 は、眠 ってい る間 に

床 のアス フ ァル トの ところまで沈 んで しまいま し

た。 頭が体 の 中で一番 重い部分 だ と証 明す るよ う

に、簡易寝 台の頭 の ところが 、足 の ところ よ りも

深 く沈 んでいま した。

　私 た ちは、春 か ら秋 までサ ンタアニ タで過 ご し

ま した。す るこ ともないので 、ベ ア トリス、 メア

リ、そ して私 は収容所 の周辺 に沿って歩 いてみ ま

した。二人は、私 に とって初 めての二世の友達 で、

収容 所の 中で親 しくなったの です 。サ ンデ ィエ ゴ

では、私 の友 達 は、中国人二人 のほか は、全部 白

人 で したか ら。私た ちが鉄条網 に近づ きす ぎる と、

若 い哨兵 が銃 を私 たちに 向けるのです。夜 に なっ

て トイ レに行 く時 は、 トイ レッ トペーパ ーの ロー

ル を持 って行 きま した。 哨兵 の塔 か ら探照 灯 に照

らし出 され ると、それ を振 って どこに行 くのか を

示 したのです。

　私 が悟 りを開いた の も、サ ンタアニ タでの こ と

で した。食 堂へ の列 は とて も長 く、走路へ と通 じ

るエプ ロンを ぐるっ と回 って 降 りて行 き、手す り

に沿って並 んでいま した。特別観覧席 を見上 げて、

私 の 目に入 った のは、誰 もが黒 い髪だ とい うこ と

で した。馬鹿 げて聞 こえるか も知れませんが、我 々

はみんな 日本人 なんだ と納得 したので した。

　 両親 は 、私 た ちの態度 が 日本人 全体 に影響 を及

ぼす とい うので、 ガマ ン、名誉 とい ったヤマ ト魂

と、良 き市 民た るこ との重要性 を叩 きこんでい ま

した。私 たちは、 白人 の問 に暮 らして い るマイ ノ

リテ ィー の 日系人 だ とい うこ とに とて も敏感 で し

たが、特別観 覧席 を見 上 げ、 自分 た ちが 日系人 だ

とい うだ けで収容 され てい るのだ と悟 ったその瞬

間、私 は慎然 としま した。

　 タイ ラー は、サ ンタアニ タにいた問 に起 きた こ

とをず っ と記 憶 していま した。 タイ ラー たち三人

の男の子 がぶ らつ いてい る と、鉄 兜 をかぶ り、着

剣 したライ フル を構 えた兵 士たちがV字 隊形 で表

門か ら入 って きた のです。び っ く りしたタイ ラー

た ちは、 いつで も交戦 で きる態勢 を とった兵士た

ちがなぜや って きたのか分 か らぬま ま逃 げ去 りま

した。

　 タイ ラー の想 い 出を聞い て、サ ンタアニ タで起

きた暴動 について の私 自身 の記憶 が呼び 覚ま され

ま した。 二世の 「帰米 」た ちが 「イヌ」 とい う叫

び声 をあげ、暴徒 がそ こ ら中を駆 け回っていま し

た。 私 は、好 奇心 にか られ 、彼 らにつ いて行 きま

した。 た くさん の人 間が詰 めこまれた場所 に行 く

と、着剣 した ライ フル を構 えた若 い兵士 が、私 の

おなか の ところに銃剣 を突 きつ けて私 を押 し返 し

ま した。 この時 も、私 には 、誰 が追い かけ られて

い るの か も、何が起 きてい るのか も分 か りませ ん

で した。私 が昔 タイ ラー に向かって、銃剣 の先 が

尖ってい な くて 良かった と言 うと、陸軍 で兵役 に

就 いた こ とがあ るタイ ラー は、先 の尖 った銃 剣 な

んて ものは無いん だ よ。 先 が尖ってい た ら、い ざ

使 うとい う時に折れ て しま うだろ うか ら、 と説 明

して くれ ま した。

　 日系人 は、彼 ら 自身 の安全 のため に収容 された

のか も知れ ない よ とい う説 明が よく聞かれ た もの

です。私 自身の経験 か ら言 えば、見張 り塔 に立っ

哨兵は、鉄 条網 の外 にでな く、私 た ちに銃 を向け

ていま した。

　私 た ちの故郷 サ ンデ ィエ ゴ出身 の人 たちは、そ

れ か らア リゾナ に運 ばれま した。 コロラ ド川 の東

側 、砂漠 にあったイ ンデ ィアン居 留地 に作 られた

ポス トン と呼ばれ る収容 所 です。 一年後 に、バ プ

テ ィス トの人た ちに よって私 が出所許可 を得 られ

たのは、 この収容所 においてで した。

　私 は、シカ ゴの北方29マ イル くらい の ところに

あ る、 ミシガ ン湖北岸 に位 置す る レー クフォ レス

トカ レッジに入学 しま した。私 は、建 国間 もない

頃の最高裁判 事だ ったジ ョン ・マー シャル の子孫

であ った、ジ ョン ・クル ター ・マー シャル ー家 の

ところで暮 ら しま した。 一家 には、三人 の子供 が

いま した。 私は 、いわ ゆる 「女学生 」 【schoolgirl、

住 み込み で家事や育児 の手伝 いを しなが ら学校 に

も通 う女性 …池 田註 】で、奥 さんが子供 た ちの面

倒 をみ るのを手伝 った り、簡 単な家事 を こな した

りしま した。 こ うして、私 は、学校 に通 いなが ら
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も、賄 い付 きの部屋 を貰 えた のです。少 しばか り

の費 うお金 は、都合 がつ けば、 ご近所や友 達の家

でベ ビーシ ッターを して稼 ぎま した。

　私 は、大学 時代 を過 ご した後 は、一度 もレー ク

フォ レス トに出か けた ことはあ りませ ん。 で も、

そ こは、 お金 持 ちがた くさん住 む、木 々の茂 る美

しい場所 で した。そ の当時、 そ こはか な り奥 まっ

た感 じの場所 で、 アジア人 はいません で した。ベ

ビー シ ッターの仕事 に出か ける と、面倒 をみてや

る相 手の女 の子が私 を見て大 きな声で 、私 が黄色

くない と言 うのです。 そのか わいい女 の子 に は、

イ ンデ ィア ンは赤 くなけれ ばいけない し、ア ジア

人 は鮮 や か な黄色 で な けれ ば な らな か った ので

しよ う。

　私 が父 の ことを知 る よ うになったの は、私がイ

リノイ にい る問で した。 父 は、私 にた くさんの手

紙 を書い てきま した。 それ までほ とん どの場合静

かで寡黙 だった父 しか知 らなかったの です が、 ど

うして ど うして父 は哲学者 であ り、思索家で あ り、

時には詩 的に もなる、誠 実で世話 好 きな人 物で し

た。 戦争 と私 た ちの生活 の大変動 が、逸材 を 出現

させ た感 があ りま した。 戦争や窮 境が なけれ ば、

そ うはな らなかったのでは と思 います。

　 レー ク フォ レス トで2年 間過 ご した 後 、私 は

UCLAに 移 り、ベ ヴァ リー ヒル ズで また 「女学生」

として働 きま した。卒 業 して働 き出す と、私 は部

屋 を借 りよ うと して、露骨 な人種 差別 にぶ つか り

ま した。 これ は公 民権 運動 が始 ま る前 の こ とで

あったの で、人 々はアジア人 を恐 れて い るか、毛

嫌 い して お り、私 たちに平等 な機 会 を与 え るの を

拒 むの に躊躇 しませ んで した。 もちろん、思慮深

い人た ち もた くさんいて、彼 らの善意 を示 そ う、

門戸 を開放 しよ う、端 緒 を開 こ うと、精一杯 や っ

て くれ ま した。

　私 は、 ロサ ンゼル スの一流 の病 院 に職 があ るか

ら応募 した らと言 われ ま した。 そ こで は、 白人 し

か雇 わ ない方針 で した。 マイ ノ リテ ィー が就 ける

のは、清掃係 や厨房 だけで した。 先 を見越 してい

た経 営者 は、そ ろそ ろ変 え時 だ と決心 し、その機

会 をっ かまえたのです。二世 を一二名雇 ってみ て、

優秀 な従業員 だ と分 か ると、記録 、会計 、 口座 振

替 な どといった ほかの事務仕事 におい て も、 白人

よ り二世 の数 が多 くなって しまいま した。

　地 域 によっては家 を買 うなんて考 えないほ うが

良い と言 われた こ とな ど、私 が 自分で受 けた人種

差別 を列挙 す る と、息子は穏や かな 口調 で、 自分

は これ ま で の人 生 で どん な形 の 人種 差 別 に も出

会 った ことはない と言 うのです。息子 は46歳 です。

だか ら、この世の 中は良 くな ったのです。女性 は、

1920年 までは、参政権 を持 ってい ませ んで した。

1950年 代、1960年 代 には、私 も銀行 か ら、文書 に

女 のサイ ンがあ って も受 け付 け られ ないので夫 の

サイ ンを貰 って来い と言われ ていた ものです。 こ

の点で も、世 の中は良 くなっています。

　最 初の子 が娘で した。 私 自身 の経験 か ら、強い

娘 に育 って欲 しい と思いま した。 娘 は、パ ワフル

で聡 明 にな りま した。 競争 に加 わ り、勝利 を収 め

ます。エール 大 を卒業 した後 、 コロラ ド大の医学

部 を卒 えま した。法 医学の精神科 医 としての勤 め

が気 に入 ってお り、エイズ の患者 の世話 も してい

ます。判事 も弁護士 も、娘 の仕事 ぶ りが気 に入 っ

てい るので、症例 を娘 の ところに回す のだ と聞い

ています。ヴァケー シ ョンに入 ると、アラスカで、

登 山や スキーやカヤ ックを楽 しみます。 トレッキ

ン グ はニ ュー ジー ラ ン ド、 カヌ ー はイ ェ ロース

トー ンで楽 しみ ます。 ず っ と前 か らアラブ種の馬

ミッチ ェル の馬主 です が、 ミッチ も年 を とって き

たので、馬術 大会 に出 るこ とはで きな くな りま し

た。 それ で も、 ミッチは、娘 の大事 なペ ッ トな の

です。

　 息子 はスチーブ ンです 。精巧 な超硬部 品の製造

を手が けています。 息子の作 り出 した最 良の もの

は、私 のたった一人 の孫、 ク レアです。 息子 は、

仕 事で なかなか遊ぶ 時間が とれ ない のです が、大

洋 に関す る ことが何 で も好 きです 。サー フ ィン、

水泳 、釣 り、ボー ト、何 で もご ざれで 、ス キュー

バ ダイ ヴィ ングも教 えて きま した。 ク レアは、 こ

れ まで競泳 チー ムに入 って泳 いで きま したが、今

年 の夏 は、演劇 、討論 、 ダンス とい った ものが気

に入 った よ うです。喜んで、学業 に戻 りま したが。

　大 学 を卒 業 してか ら結 婚す るまで、私 は両親 と

興 味深 い生活 を過 ご しま した。 両親 は、普 段 は倹
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約家 で したが、旅 に出 ると、お金 をた くさん費 い、

気 前良 くチ ップ を出 しま した。父 は、楽 しむ時 に

は気 合 を入れ て楽 しむ んだ とい うこ とを示 してみ

せ たので した。

　父 は、私 たち三人 がは っき りと覚 えてい る助言

を して くれ ま した。 ジ ョンは、父か ら、男 は泣い

てはい けない と言 われ た こ とを覚 えて います。 タ

イ ラー は、妻 と仕事 の ことで議論 して はいけ ない

とい う忠告 を受 けま した。父 にそ う思 わせ たエ ピ

ソー ドが た くさん残 ってい るのです。私 に向か っ

ては、お金 は貸す もん じゃない、贈 り物 と して あ

げ るもん だ とい うので した。 そ うすれ ば、友達 を

失 わず に済 む と。 これ また、父 自身の経験 か ら来

た ものだ ったのです。 私がデ ー トす るよ うに なる

と、父 は真 面 目に、性格 の 良い人 間だ った ら人種

は ど うで も構 わ ないが、まず 自分 に知 らせ て くれ

と言いま した。 もっ とも、私 が二世 と結婚 す るの

を選 んだ 時には、父 も満 足だ った こ とと確信 して

います が。

　父 が今 で も生 きて いて、家族 と楽 しく過 ご して

くれ たな らとい う気 は します。父 は、1964年 に、

79歳 で亡 くな りま した。母 が亡 くなった のは、そ

れ か ら34年 後、101歳 半 まで生 きま した。母 はよ

く、長生 きを して 良かった と口に して ま した。亡

くな る直前 の一年 間を除 けば、母 に とってはそ う

だったの だ と思い ます。 父や母 が亡 くなって寂 し

く思 います が、私 も後二 、三週 間で79歳 にな りま

す。

3.手 記 中の所 感

　 タナ カ ノー トの75ペ ージか ら77ペ ー ジにかけ

て記 され てい る、三つの短文を紹介す る。どれ も、

サ ンタフェ司法省抑留 収容所 の中で記 され た もの

と思 われ る。joumalの 前後及び文体か ら判断 して、

どれ もタナカ氏 自身 の手 になる もの と思 え るが、

2)の 「中霞蘇骨」 とい う筆名 らしきものにつ いて

は、氏 自身 が他 で も使 ってい るか ど うか確認 で き

ていない。

1)裸 膿の人格　　(食堂の一隅から見た)サ ンタフ

　ヰー抑留所内

食事の鐘が鳴った 人々はそろ八 食堂1こ入 り始

めた　食器を抱えて列を為 してはいってくる　ナイ

フやスプーンで トレーを叩きなが ら丁度チン ドン

屋のような格好で八釜敷 く噺 し立て ＼來 る人　食

物配給の場所で一々鍋の中をのぞいて見てか らト

レーを出す人　多いとか少ないとか　前以て要求

しないで盛 られてから文句を言ふ人　何 とか彼ん

とか 口の中でブツ八 言ひなが ら行く人　 「有難
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ママ

う」 とか又 「有難 う御座います」とか丁寧 に於禮

を言ふて行 く人　たつた一時間足 らずの食事時間
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ママ

ミル ク場に立って居る時に目に爲 る千態萬状の有

様ほ ど余にとって大きな教訓 とヒン トを與へて く

れ るものはない

ウェーター長の指定や願ひを無視 して 自分勝手な

場所 に御輿を下す人　 自分の左右の人々を一慮見

廻 してそれからコッソリ家族から送って来た らし

い珍 しい ものを唯一人で味合ってゐる人　口か ら

唾や食物を吹き飛ばしなが ら大声で話す人　カ ッ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ママ

プ の尻 で テv-一一・ブノレを コツ八 と敲 い て 「於 し・Kp御
　 　 　 　 　 　 　 　 　 マ　　マ

茶をくれんか」 何を愚痴八 して居るんだと言ふ

様な膨れ顔 して茶を求める人　 「其茶は熱いか」

等 と恰も自分の召使等 に対る態度で鷹揚に尋ねる

人　席に着 くや否や矢庭 にスプーンで掻き込む人

漏席で先刻から立って待 って居 る人のゐるのを知

りなが ら空いた トレーを前に呑み飽いた茶碗 を片

手にいつまでも雑談に耽けて居 る人　又それ等の

人々 とは反対に静かに食前の合掌を捧げ敬度な姿

で感謝の祈 りをして後スプーンをとる人　席 を譲

り家族か ら送 って来た漬物 を隣席の人々 と分 け
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ママ

合って朗 らかに食事をする人　汲み入れた於茶を

手にして 「有難 う御苦労さん」と心から御禮を云っ

てる人　席を離れる時不注意に汚 したテーブルを

拭 き彿って去 る人　又 自分勝手に時間外に來て

ク ックや其他の人々に迷惑 をか けて平然たる人

クックでもない癖に　我輩には　其 自由の灌利が

ある　 とかのように　大きな顔を して忙 しいケ ッ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ママ

チンに　のさば り、邪問になる人 全 く千差萬別

である　 之等玉石混合の者皆共に 日本人 としての

(所謂一等国民)イ ンターニースである　　毎 日

八 そんな状態を見て居ると或日寺は嬉しく或日寺は悲

しくもある　 娑婆にあ りし時　 口に葉巻を卿へ大
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型の自動車を乗 り廻 して堂々たる同胞指導者であ

るとか　人々の子弟を教へた教育家であるとか

佛の教を布教する開教師であるとか言ふ人々も　総
　 　 ママ

てを刹がれ裸かにされた今現在の境遇で眞に其人

を見る時　そこに非常な相違のある事を痛切 に感

ず るのである

　　　　　　　　 一九四三年　十二月　 廿六 日

慰

問

品

着

赤

十

字

社

ヨ

リ

の

大

日

本

帝

國

　　　　　　　　　　　昭和十八年の歳暮

一九四三年十二月廿八 日獲表　　サンタフヰー収容所のインタニー壱千

五百余名に対 し我が日本政府より歳暮 として左の品物萬国赤十[字]社 を通 して寄

贈せ らる　　吾等一同感謝に堪へず

醤油

味噌(大 樽)

薬剤

日本楽器

書籍

三、二九四樽

　　一一八樽

　　　二三箱

　　　　六箱

　　　　五箱

2)は つ日　　 中霞蘇骨

棄てたいものは借金だといふ　だが踏み倒 しては

楽になれない　返済 してこそ身楽気楽　帳消 しの

恩を金主か ら頂けば気楽所か勿体な さの感激　旧

い年 と共に棄つべきもの多し　1腰が曲がるを悲 し

む心、2他 の不人情を怨む心、3施 した恩を忘れぬ

癖、4小さい手柄 も誇 る気分、5古い失敗に落す涙、

6昨 日の栄華への未練、7認 められたさ乃野心、8

一を学び二を教へ る知った振
、9分 を超 えた御面子

癖、10日誤 面を探す眼、ll俺 が八 の根性など主な

るもの　是を棄てた跡には老ゆれ ど笑ひ　恩に感
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ママ

じ　人を赦 し　人 と睦み　患難に堪へ　衆 と共に

喜び　學びては尚ほ足 らぬを悟 る等　天空快闊の

諸徳が座を占む るに及ぶべきは一点疑ふ余地 もな

き千古の真理である　 心璽の借金は到底返済 し蓋

せぬ重荷なれ ど十字架上の救主は帳消を約束 し給

ふが故に無上の感激である　 立ちかかる年 と共 に

彌々切に主を仰ぎ見て救ひの神 日をこそ贅美 して

進みたく希ふ　　(昭和十九年一月元旦)

3)心 と ロ
　 ママ　　　　　　　　　　　ママ

「於い此野呂 【野郎】しっか りしろ一い」と荒々し

い言葉を遣ふ元氣な漁師が食卓に向って　 隣を見

廻 し 「喰ひねへ八 」と家族から送って来たホーム
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ママ

メー ドの漬物を廻 して明郎な食事をす るところを

見ると自分 も晴れやかな氣分 になる　 それに反 し

て智識階級の教育家 とか宗教家 とかが どこからか

求 めた副食物 をカ ップに小 出 しに持 って 来て

こっそ り自分濁 りの賞翫振 り　 御丁寧 に上品な言
　 　 　 ママ

葉は結嬬だが　さて其心情の淋 しさ加減誰 も感心

出来難いものだ　国の法度である弄花 【花札遊びの

こと…池田註】マーヂャンを遊ぶもの　開教師に多

く見 るところなれ ど　牧師には絶無である　バ ッ

ブワイヤー 【barbed　wireを 指す…池田註】の中に放

縦な生活を赦 されたる境遇は　忽ち其地金を現 し

化けの皮を露すに最 も適す るが如 し　インターン

生活の百面相　具に観 じ来れば趣味つきざるの惑

あ り

考察と結語

Mr.　Keinosuke　Tanaka(田 中恵之助氏)は 、北米移民

送出者数の少ない山形県の酒 田出身である。池 田がケ

イノスケ ・タナカ氏の名を知った経緯は 「緒言」に述

べた。氏は第二次大戦中には、FBIに 抑留 された り、

リロケーシ ョンキャンプに強制収容 された りしたが、

その間に綴 ったjoumalを 入手 したのがきっかけである。

　ア メ リカ に渡 った一移民が、当初 は 日系人 コ ミュ

ニテ ィー を拠 点 に しつつ アメ リカ社会 へ の足が か
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りをつ くり、日本 に一時帰国 して妻 を嬰 り、ア メ リ

カで三人 の子 を も うけた。長男 、長女、次男のそれ

ぞれが アメ リカ社 会 で大 き な成 功 を収 めた とい う

点で、タナカ家 の歴 史は、移 民の一家族 のサ クセス

ス トー リー と言 え るが、その背 景には無論 、全体 と

して の 日系人 コ ミュニテ ィー の地位 の上昇 があっ

た。 第二 次大戦 中の強制 収容 とい う試練 をむ しろ

「奇貨 」として、分散居 住、中産階級化、そ してエ

ン ドガ ミーの放棄 と、 日系人社会 は変化 してゆ く。

一世 に とって
、1952年 の ウォル ター ・マ ッカ ラン

法案 の可決後 は、市民権の取得が可能 にな った こと

も大 きな出来事 であった。それ らすべての変化 に柔

軟 に対応 し続 けたタナカー族 は、二世、三世 と、次々

とそれ ぞれ の分 野での成功者 を生み出 してい る。そ

の背景 にあったのは、刻 苦 ・勤勉 ・誠 実 ・家族愛な

どの価値観 と共 に、 「教育」 に深 い敬意 を払 うこと

であった。ケイ ノスケ ・タナカ氏 は、自らは最高学

府 に学ぶ機会 を持 たなかったが、何 よ りも教育 を重

視 していた ことを、三人のお子 さん どなた もが述べ

られ てい る。その中には、accentの ない英語の修得

か ら始 まって、楽器 の演奏 といった 「実学」でない

ものまで含 まれ ていたのであ る。

　 田中恵之助氏 は、次男であったが、酒 田在 の兄の

死 後 に レヴィ レー ト婚 を期待 された に もか かわ ら

ず 、弟の民之助 氏がそれ を進 んで引 き受 けたた めに

日本 に戻 らず にす んだ。氏は、これを生涯 にわた り

感謝 の念 を もって語 っていた とい う。

　 「ア リバ イマイ ノリテ ィー」とい う語 を 日系人 に

あてはめ ることが、公 民権運動華やかな りし時代 に

しば しば見 られ たが、現実 にアメ リカ社 会で生活 し

次 な る世 代 を育 んでい く個 々の 日系 アメ リカ人 に

とっては、アメ リカ社会で地歩を しめたい とい う欲

求は当然 の ものであったろ う。

　 「本文」中の くアイ リス ・フクタキ夫人(Mrs.　 Iris

Fukutaki)に よる回顧 一その2>の 中に以下の よ う

な段落 がある。

　 …地域 に よっては家 を買 うなんて考 えな いほ う

が良い と言 われ た ことな ど、私が 自分で受 けた人種

差別 を列挙す ると、息子 は穏や かな 口調 で、自分は

これ までの人生 で どんな形 の人 種差別 に も出会 っ

た ことはない と言 うのです。 息子 は46歳 です。だ

か ら、この世 の中は良 くなったのです。女性 は、1920

年 までは 、参 政権 を持 ってい ませ んで した。1950

年代、1960年 代 には、私 も銀行 か ら、文書 に女 の

サイ ンが あって も受 け付 け られ ないので夫 のサイ

ンを貰 って来い と言われていた ものです。この点 で

も、世の 中は良 くな っています。…

　 なお、Mr.　Keinosuke　 Tanakaのjoumalの 後 ろに、

タナカ氏が 出 した もの受 けた もの を含 め、7種 類 の

書簡の、(筆 跡 か ら判 断 して)明 らか にタナ カ氏 自

身 によるマニ ュス ク リプ トが見 出せ る。備忘 のため

に書かれた と思 える。欄外 に 「○ 日着 」のよ うな書

き込みが見 られ るもの もあるが、参考 に供す るため

に、書簡 の 日付 の早い順 に下 に並べ てみ た。(i)は 、

愛息 ジ ョン氏 の病状 を知 ろ うと して出 された手紙。

(ii)、(iii)、(iv)は、タナカ氏 の推薦状 。(V)は 、 アイ

リス さんか らの手紙。(vi)は 、タナカ氏が 出 した手

紙への、司法省 の役 人か らの返事。(vii)は、それ に

対 して タナカ氏の 出 した さらな る返事で ある。ちな

み に、(vii)だけは、日に ちが記 されていない。なお、

筆記体のた め、病院名 な どの固有名詞 には判読 が難

しい も の が 散 見 す る が(例 え ば 、(i)中 の 、La

Crescentaに あるHillcrest　Sanitariumな ど)、 すべて

池 田が裏付 けをとってか ら記載 した。また、ここに

掲載す るに当た って、明 らか なスペル ミスは、訂正

した。ほか に、い くつ かの略号や 固有名詞 につ いて

は、それぞれの書簡の後 に註 を施 して ある。

(i)

STATION　 HOSPITAL

LORDSBURG　 INTERNMENT　 CAMP

LORDSBURG　 NEW　 MEXICO

　　 　　　　　　 June　lO-1943

The　 Chief　 Surgeon,

Hillcrest　 Sanitarium

La　 Crescenta,　 Califbmia

Dear　 Sir,

　 The　 father　 of　 John　 Tanaka,　 a　 patient　 in　 your

institution,　 has　 requested　 that　 I　 write　 you　 fbr

information　 as　to　the　 diagnosis　 of　his　 son's　 disability

and　 his　present　 physical　 condition.　 It　seems　 the　son　has
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been　 reluctant　 to　give　 his　father　this　information　 and　 his

father　 is　very　 apprehensive　 as　to　the　true　situation.　 The

father,　Keinosuke　 Tanaka,　 is　intemed　 at　this　Station　 and

has　been　 employed　 during　 his　entire　stay　as　ward　 master,

ward　 attendant.　 He　 has　 been　 a　 very　 faithfUI　 and

dependable　 employee　 and　 I　will　consider　 it　a　personal

favor　 if　you　 will　fUmish　 him　 this　information.　 You　 may

write　 him　 in　 my　 case　 or　 if　you　 wish　 send　 the

information　 direct　to　me,　 either　will　be　acceptable.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Sincerely

Roscoe　 C　Baker

Lt.　Colonel　 M.C.

　　　Surgeon.

(i)

DETENTION　 STATION　 HOSPITAL

SANTA　 FE,　NEW　 MEXICO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Sept.4,1943

TO　 WHOM　 IT　MAY　 CONCERN;

　　MR.　 KE】NO　 SUKE　 TANAKA　 worked　 in　our　 Station

Hospital　 during　 his　detention　 at　the　 immigration　 camp

last　year(1942).

　　He　 did　 his　 work　 well,　 was　 kind　 to　 patients　 and

co-operative　 with　 associates.

H.SCHOEN

HEAD　 NURSE

(iii)

U.S.　 IN.　 Detention　 Station

Santa　 Fe,　New　 Mexico

September　 10,1943

(KANGO　 KAWASAKl)

Japanese　 Camp　 Spokesman

註:IN.=lmmigration　 and　 NatUralization[service]

(iv)

Frank　 F.　Northman　 l　st　Lt.　M.C.

Prisoner　 ofWar　 Camp

Lordsburg,　 New　 Mexico

18th　September　 l　943

To　whom　 it　may　 concem;

　　This　 is　to　state,　that　I　have　 known　 Tanaka,　 Keinosuke,

from　 September　 l　8-1942　 till　his　 departure　 f卜om　 this

camp　 several　 weeks　 ago.　 During　 this　time　 Mr.　 Tanaka

has　worked　 as　a　Ward　 master　 under　 my　 guidance.

　　It　is　pleasure　 to　certify　 that　Mr.　 Tanaka　 has　 shown

himself　 a　very　 able　 and　 conscientious　 worker.　 He　 was

loyal　to　me　 and　 my　 co-workers　 all　the　time　 and　 I　could

rely　on　his　services　 completely.　 I　had　 to　care　all　the　time

of　about　 30,　 partly　 very　 ill　patient,　 and　 I　was　 very

fbrUmate　 in　having　 Mr.　 Tanaka　 on　 my　 side　 as　an　able

helper.

　　Ishall　 never　 fbrget　 his　 kind　 cooperation　 which　 he

showed　 during　 his　stay　here.

FRANK　 F　NORTHMAN　 l　st　Lt.　M.C.

Chief　 ofmedical　 service

Station　 Hospital

Lordsburg,　 New　 Mexico

註:M.C.ニMedical　 Corps

To　whomever　 it　may　 concem;

This　 is　to　certify　 that　the　bearer,　 Mr.　 Keinosuke　 Tanaka,

has　 been,　 and　 is　an　 active　 member　 of　the　 Health　 and

Sanitary　 Squad　 since　 June　 28,1943　 and　 is　thoroughly

reliable　 and　 trustWorthy.　 Any　 assistance　 given　 to　him

will　be　personally　 apPreciated.

(v)

Iris　Tanaka

666E.　 Northmoor　 Rd.

Lake　 Forest,　 Illinois
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Mr.　 Keinosuke　 Tanaka

Bk.51Detention　 Camp

Santa　 Fe,　New　 Mexico

　　　　　　　　　　　　Thursday　 night　 9-23-1943

Dearest　 Daddy,

1　anived　 safely　 in　 Chicago,10　 A.M.　 I　took　 the　 elevated

Electric　 train　 to　 Lake　 Forest　 this　 aftemoon　 and　 now

have　 a　job　 in　 a　very　 nice　 home.　 My　 School　 program　 is

all　arranged,　 too.　 So　 I　am　 to　 start　 tomorrow　 moming　 in

the　 place　 where　 I　shall　 stay,　 I　will　 have　 a　 completely

furnished　 room　 with　 a　heating　 system.　 There　 is　a　grand

piano　 in　 the　 house,　 too.　 My　 duties　 will　 not　 be　 heavy　 at

all,　 and　 I'm　 very　 happy　 to　 be　 here,　 will　 write　 more　 in　 a

letter　 to　fbllow.　 With　 Love,

Your　 daughter

Iris

befbre　 the　Hearing　 Board,　 since　 that　will　depend　 upon

when　 they　 are　again　 able　to　visit　Santa　 Fe.

　　At　 the　 conclusion　 of　your　 rehearing　 and　 when　 the

Board　 has　 furnished　 me　 with　 a　 report　 and

recommendation,　 your　 entire　record　 will　be　reexamined

in　this　Unit.　 And　 you　 will　be　notified　 if　any　 change　 can

be　made　 in　your　 status　as　internee.

　　Your　 letter　and　 the　enclosures　 will　be　made　 a　part　of

your　 life　 in　 this　 office　 to　 be　 considered　 in　 this

connectlon.

Very　 truly　yours,

Edward　 J.　Ennis

DIRECTOR

註:欄 外 に 右 の よ うに あ る。Reply　 to　LER:MLC

l46-13-2-12-1515

言主:Bk=Block

(V1)

Edward　 J.　Ennis

Director

Department　 ofJustice

Alien　 Enemy　 Control　 Unit

V血shington

October　 4-1943

Mr.　 Keinosuke　 Tanaka

BK.51　 Santa　 Fe　Detention　 Station

Santa　 Fe,　New　 Mexico

Dear　 Sir:

　　Ihave　 your　 letter　postmarked　 Sep.15-1943,　 setting

fbrth　 your　 life　history　 in　this　Country,　 with　 which　 you

enclosed　 several　 affidavits　 in　your　 behalf.

　　Inote　 your　 Statement　 that　 your　 rehearing　 was

scheduled　 fbr　 the　 September　 Session　 of　 the　 Hearing

Board　 at　Santa　 Fe,　 but　that　your　 t田m　 was　 not　reached

before　 the　Board　 a(lj　ourned.　 I　regret　 that　I　can　 not　 tell

you　 when　 you　 will　be　 given　 the　opportunity　 to　appear

(vi)

Hon.　 Edward　 J.　Ennis

Director　 Enemy　 Alien　 Central　 Unit

Department　 ofJustice

Washington　 D.C.

Dear　 Sir;

　　This　 acknowledged　 with　 thanks　 receipt　 of　your　 kind

answer　 of　Oct　 4th　to　my　 Appeal,　 explaining　 history　 of

my　 40　years　 life　in　this　Country　 U.S.　 Particularly　 I　am

gratefUl　 of　your　 prompt　 answer　 in　spite　of　your　 of臼ce,

overtaxed　 with　 enormous　 works.

　　However,　 more　 I　think　 of　own　 history,　 harder　 it　is　to

understand　 reasons　 of　my　 internment.　 Time　 like　 this

misunderstanding　 is　unavoidable　 and　 I　am　 aware　 that

personal　 hapPiness　 should　 be　 sacrificed　 if　it　is　only　 fbr

myself　 But　 fbr　my　 three　 children,　 all　bonl　 in　U.S.　 my

intemment　 of　last　20　 months　 is　untold　 suffering　 and

mental　 cruelty.　 It　is　most　 inhuman　 act　to　them,　 contrary

to　the　 Democratic　 Principles.　 Especially　 many　 leaders

in　peace　 time　 have　 been　 paroled　 daily.　 I　am　 af卜aid　that

my　 indefinite　 internment　 may　 affect　 ill　results　 on　 their

young　 immatUre　 minds　 and　 distrust　 in　the　govemment
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may　 lead　to　indifference.

　　When　 1　think　 of　my　 family,　 awaiting　 impatiently　 for

my　 retum　 daily,　 it　is　most　 disapPointing　 news　 to　me　 to

hear　 indefinite　 delay　 of　 next　 rehearing,　 especially

knowing　 myself　 as　Loyal　 Alien.　 It　would　 be　 deeply

appreciate　 to　have　 your　 kind　 reconsideration　 fbr　my

prompt　 release.

　　Sincerely　 Yours,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2005.3.31)
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